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室
町
時
代
に
お
け
る
孫
君
沢
に
対
す
る
認
識
と
受
容
　
孫
　文
祺
（1）
は
じ
め
に
北
房
、自
今
晨
、松
泉
軒
客
殿
障
子
下
画
、
之
、君
沢
様
也
（『
蔭
凉
軒
日
録
』1
（
以
下
『
日
録
』）
延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）
六
月
三
日
条
）
君
沢
四
幅
画
自
常
喜
軒
借
之
為
画
本
。
此
画
自
讚
州
来
云
々
、
北
房
一
見
云
。
曽
為
御
物
、
為
画
本
自
公
府
被
出
之
、
面
熟
之
画
云
々
。
一
見
則
爽
塵
懐
、
実
可
観
者
也
（
同
六
月
十
四
日
条
）
六
月
三
日
、
北
房
（
小
栗
宗
継
）
は
亀
泉
集
証
が
造
営
し
た
松
泉
軒
の
客
殿
の
障
子
絵
に
着
手
し
た
。
図
様
は
「
君
沢
様
」
で
あ
る
。
六
月
十
四
日
、
画
本
と
し
て
常
喜
軒
か
ら
孫
君
沢
の
四
幅
対
を
借
用
し
て
き
た
。
以
上
は
典
型
的
な
筆
様
制
作
の
過
程
で
、
孫
君
沢
画
が
現
実
の
製
作
に
影
響
力
を
発
揮
し
た
場
面
で
あ
る
。
本
稿
で
扱
う
孫
君
沢
は
十
四
世
紀
の
元
代
の
杭
州
を
代
表
す
る
画
家
で
あ
る
。
『
日
録
』
の
記
述
か
ら
、
孫
君
沢
作
品
は
障
子
絵
制
作
の
「
画
本
」
と
な
り
、
そ
の
図
様
が
「
君
沢
様
」2
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
た
と
判
明
す
る
。
ゆ
え
に
、
彼
の
作
品
は
、
室
町
時
代
の
水
墨
画
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
推
測
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
生
涯
は
全
く
不
明
で
あ
り
、
確
か
な
現
存
作
品
も
少
な
い
た
め
、
孫
君
沢
に
関
す
る
研
究
は
停
滞
し
て
い
る
。
そ
の
作
品
に
つ
い
て
の
論
考
も
非
常
に
少
な
く
、
ほ
ぼ
作
品
解
説
に
限
ら
れ
て
い
る
。
国
内
で
は
、
孫
君
沢
を
直
接
に
取
り
上
げ
た
先
行
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
わ
ず
か
に
『
国
華
』
や
展
覧
会
図
録
の
図
版
解
説
、
ほ
か
の
画
家
の
研
究
論
文
な
ど
が
孫
君
沢
に
つ
い
て
簡
単
に
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
は
、
伝
周
文
筆
、
雪
舟
筆
な
ど
の
作
品
を
取
り
上
げ
、
孫
君
沢
作
品
の
受
容
を
論
じ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
3
。
そ
の
た
め
、
室
町
時
代
に
お
け
る
孫
君
沢
に
対
す
る
認
識
と
受
容
の
全
貌
は
ま
だ
不
明
瞭
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
先
行
研
究
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
室
町
時
代
に
孫
君
沢
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
作
品
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
孫
君
沢
及
び
君
沢
様
の
歴
史
的
意
義
も
明
確
に
で
き
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
孫
君
沢
に
対
す
る
室
町
時
代
の
認
識
と
受
容
を
考
察
し
、
日
本
水
墨
画
史
に
お
け
る
君
沢
様
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
さ
ら
に
、
ほ
ぼ
夏
珪
様
の
受
容
の
理
解
を
中
心
に
進
ん
で
き
た
周
文
様
式
研
究
に
一
石
を
投
じ
、
周
文
派
に
お
け
る
君
沢
様
の
受
容
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
こ
れ
ら
を
考
え
る
た
め
、
ま
ず
、
史
料
上
の
孫
君
沢
の
記
録
を
と
り
あ
げ
、
そ
こ
に
み
ら
れ
る
孫
君
沢
に
対
す
る
認
識
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
孫
君
沢
の
代
表
作
品
と
伝
承
作
品
に
着
目
し
、
君
沢
様
の
特
徴
を
考
察
す
る
。
最
後
に
、
室
町
時
代
の
孫
　文
祺
室
町
時
代
に
お
け
る
孫
君
沢
に
対
す
る
認
識
と
受
容
116
（2）
作
品
を
と
り
あ
げ
、
孫
君
沢
作
品
と
比
較
し
、
室
町
時
代
に
お
け
る
君
沢
様
の
受
容
に
つ
い
て
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
、
記
録
に
み
る
孫
君
沢
に
対
す
る
認
識
（
一
）
往
来
物
と
辞
書
室
町
時
代
に
お
け
る
孫
君
沢
に
対
す
る
認
識
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
当
時
の
往
来
物
と
辞
書
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
管
見
の
限
り
、
日
本
現
存
史
料
の
中
、
孫
君
沢
に
関
す
る
最
古
の
記
録
は
お
そ
ら
く
『
桂
川
地
蔵
記
』
次
の
記
述
で
あ
る
。
絵
本
尊
者
和
尚
の
達
磨
〈
未
詳
〉。
思
恭
之
釈
迦
〈
張
思
恭
宋
人
〉。
東
坡
之
竹
〈
蘇
軾
可
〉。
甫
之
カ
梅
〈
楊
無
咎
曰
〉。
日
観
之
葡
萄
。
釈
子
温
〈
宋
僧
〉。
月
山
之
馬
形
〈
任
仁
発
〉。
月
湖
之
観
音
。
君
宅
之
楼
閣
。
王
摩
詰
之
水〈
王
維
唐
人
〉。
冰
岸
鷹〈
張
永
涯
カ
〉
無
芳
汝
牛
〈
張
芳
汝 
元
人
〉。
用
田
之
栗
鼠
。
沈
月
由
元
人
。
蘿
窓
之
蘆
雁〈
宋
僧
〉。
文
与
可
之
竹〈
文
同
宋
人
〉。
李
堯
夫
之
羅
漢
。
吳
道
子
之
観
音〈
呉
道
玄
唐
人
〉。
馬
遠
之
花
鳥
〈
宋
人
〉。
夏
珪
之
山
水
〈
夏
珪 
宋
人
〉（
後
略
）4
こ
に
は
、
「
君
宅
之
楼
閣
」
と
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。
『
桂
川
地
蔵
記
』
は
、
応
永
二
十
三
年
（
一
四
一
六
）
以
降
間
も
な
く
開
版
さ
れ
た
往
来
物
で
あ
る
5
。
十
五
世
紀
以
前
の
中
国
画
人
が
列
記
さ
れ
た
史
料
で
あ
る
『
遊
学
往
来
』
や
『
新
札
往
来
』
な
ど
に
は
孫
君
沢
が
記
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
彼
の
絵
が
日
本
に
伝
来
し
た
の
は
こ
の
頃
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
記
述
か
ら
、
孫
君
沢
は
十
五
世
紀
初
期
に
す
で
に
「
楼
閣
」
の
画
家
と
し
て
出
現
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
、
文
安
元
年
（
一
四
四
）
に
成
立
し
た
国
語
辞
典
の
『
下
学
集
』
に
も
、
中
国
画
人
が
列
記
さ
れ
る
な
か
に
孫
君
沢
が
登
場
し
て
い
る
。
　
君
沢
、
元
人
工
山
水
、
学
馬
遠
・
夏
珪
也
6
こ
の
一
文
は
明
ら
か
に
元
末
・
夏
文
彦
の
画
論
書
『
図
絵
宝
鑑
』
（
至
正
二
五
年
〈
一
三
六
五
〉
）
の
「
孫
君
沢
、
杭
人
、
工
山
水
人
物
、
学
馬
遠
・
夏
珪
」
7
か
ら
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
『
図
絵
宝
鑑
』
は
中
国
文
献
の
中
で
は
、
現
在
確
認
で
き
る
孫
君
沢
の
伝
記
に
関
す
る
唯
一
の
史
料
で
あ
る
。
こ
の
一
文
か
ら
見
る
と
、
彼
は
元
時
代
（
一
二
七
一
〜
一
三
六
八
）
の
杭
州
で
活
動
し
た
画
家
で
、
南
宋
画
院
の
馬
遠
、
夏
珪
を
継
承
し
、
山
水
人
物
を
得
意
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
、
孫
君
沢
の
伝
記
に
関
す
る
史
料
は
な
く
、
わ
ず
か
に
詩
文
集
な
ど
に
し
か
そ
の
名
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
8
。
『
図
絵
宝
鑑
』
の
「
工
山
水
人
物
」
を
「
工
山
水
」
に
変
え
た
の
は
、
当
時
日
本
に
伝
来
し
た
孫
君
沢
作
品
は
ほ
と
ん
ど
山
水
で
あ
っ
た
か
ら
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
の
室
町
時
代
の
辞
書
で
は
、
飯
尾
永
祥
撰
『
撮
壌
集
』
（
享
徳
三
年
〈
一
四
五
四
〉
成
書
）
に
も
「
絵
部 
画
師
名
」
の
項
に
ほ
か
の
三
二
六
人
の
中
国
画
家
に
並
ん
で
、
「
君
沢
、
山
水
」
9
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
室
町
時
代
に
お
け
る
孫
君
沢
に
対
す
る
認
識
と
受
容
　
孫
　文
祺
（3）
ま
た
、
文
明
六
年
（
一
四
七
四
）
頃
に
成
立
し
た
『
文
明
本
節
用
集
』
は
「
孫
君
沢
、
元
朝
画
工
長
山
水
人
物
花
鳥
屋
形
、
学
馬
遠
夏
珪
也
」
10
と
記
録
し
て
お
り
、
『
図
絵
宝
鑑
』
を
基
準
と
し
な
が
ら
、
「
花
鳥
屋
形
」
も
加
え
て
い
る
。
し
か
し
、
他
の
文
献
に
は
花
鳥
へ
の
言
及
が
な
い
し
、
現
存
作
例
も
確
認
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
孫
君
沢
が
花
鳥
画
も
得
意
と
し
た
と
の
記
述
に
は
、
大
き
な
疑
問
が
残
る
。
さ
ら
に
、
天
文
十
七
年
（
一
五
四
八
）
に
成
立
し
た
『
運
歩
色
葉
集
』
も
「
君
沢
画
孫
氏
元
朝
人
学
馬
遠
夏
珪
」
11
と
記
録
し
、
ほ
か
の
辞
典
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
多
数
の
室
町
時
代
の
往
来
物
と
辞
書
は
孫
君
沢
に
つ
い
て
記
録
し
て
い
る
。
『
桂
川
地
蔵
記
』
の
記
録
か
ら
、
十
五
世
紀
初
期
に
孫
君
沢
は
す
で
に
「
楼
閣
」
を
得
意
と
す
る
画
家
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
以
降
の
記
録
は
す
べ
て
『
図
絵
宝
鑑
』
の
文
を
引
用
し
、
改
変
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
図
絵
宝
鑑
』
の
伝
来
以
降
、
孫
君
沢
に
対
す
る
認
識
は
あ
る
程
度
固
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
（
二
）
日
記
史
料
次
に
、
日
記
史
料
に
見
ら
れ
る
、
孫
君
沢
に
関
す
る
記
述
を
考
察
す
る
。
こ
れ
ら
は
先
行
研
究
で
も
す
で
に
部
分
的
に
紹
介
さ
れ
た
史
料
で
あ
る
が
、
孫
君
沢
及
び
君
沢
様
に
対
す
る
認
識
を
検
討
す
る
た
め
に
、
ま
と
め
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
『
日
録
』
に
は
、
永
享
八
年
（
一
四
三
六
）
閏
五
月
十
三
日
条
に
、
　
鹿
王
院
御
成
、
御
斎
、
上
進
物
、
御
小
袖
三
重
、
盆
一
枚
、
君
沢
山
水
絵
四
幅
、
牧
渓
龍
虎
二
幅
、
高
檀
紙
、
椙
原
各
一
帖
と
あ
る
。
次
い
で
永
享
十
二
年
（
一
四
〇
）
八
月
二
十
八
日
条
に
、
東
禅
院
御
成
、
御
斎
、
小
袖
五
重
、
盆
一
枚
、
山
水
絵
四
幅
、
君
沢
筆
と
あ
り
、
二
度
に
わ
た
っ
て
孫
君
沢
の
山
水
四
幅
が
進
上
さ
れ
た
こ
と
が
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
渡
邉
明
義
氏
は
「
進
上
を
受
け
た
将
軍
は
八
代
義
教
で
あ
る
が
、
義
教
は
、
従
来
尊
重
さ
れ
て
い
た
禅
僧
が
余
技
で
描
い
た
水
墨
画
よ
り
、
技
術
的
に
優
れ
た
職
業
画
家
の
作
品
を
好
み
、
孫
君
沢
の
作
品
を
熱
心
に
集
め
て
い
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
12
。
こ
の
二
つ
の
記
録
は
、
孫
君
沢
の
作
品
が
よ
く
献
上
品
と
し
て
進
上
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
『
看
聞
日
記
』
嘉
吉
三
年
（
一
四
三
）
九
月
十
八
日
条
に
は
、
御
使
物
四
副
一
対
大
絵
持
参
、
君
沢
筆
云
々
、
相
国
寺
僧
令
見
、
非
君
沢
筆
、
似
絵
也
。
如
何
様
能
絵
之
間
召
当
、
朱
子
一
段
、
小
盆
〈
四
方
珪
璋
〉
等
相
博
了
。
山
水
殊
勝
絵
也
、
令
自
愛
13
の
記
述
が
あ
る
。
こ
の
日
、
後
崇
光
院
に
孫
君
沢
筆
と
称
す
る
山
水
四
幅
対
の
山
水
大
絵
が
献
上
さ
れ
た
。
し
か
し
、
相
国
寺
の
僧
は
、
孫
君
沢
の
真
筆
で
は
な
く
、
「
似
絵
」
で
あ
る
と
鑑
定
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
記
述
か
ら
、
当
時
公
家
の
間
に
お
い
て
も
、
孫
君
沢
の
絵
が
「
進
物
」
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
谷
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室
町
時
代
に
お
け
る
孫
君
沢
に
対
す
る
認
識
と
受
容
　
孫
　文
祺
（3）
ま
た
、
文
明
六
年
（
一
四
七
四
）
頃
に
成
立
し
た
『
文
明
本
節
用
集
』
は
「
孫
君
沢
、
元
朝
画
工
長
山
水
人
物
花
鳥
屋
形
、
学
馬
遠
夏
珪
也
」
10
と
記
録
し
て
お
り
、
『
図
絵
宝
鑑
』
を
基
準
と
し
な
が
ら
、
「
花
鳥
屋
形
」
も
加
え
て
い
る
。
し
か
し
、
他
の
文
献
に
は
花
鳥
へ
の
言
及
が
な
い
し
、
現
存
作
例
も
確
認
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
孫
君
沢
が
花
鳥
画
も
得
意
と
し
た
と
の
記
述
に
は
、
大
き
な
疑
問
が
残
る
。
さ
ら
に
、
天
文
十
七
年
（
一
五
四
八
）
に
成
立
し
た
『
運
歩
色
葉
集
』
も
「
君
沢
画
孫
氏
元
朝
人
学
馬
遠
夏
珪
」
11
と
記
録
し
、
ほ
か
の
辞
典
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
多
数
の
室
町
時
代
の
往
来
物
と
辞
書
は
孫
君
沢
に
つ
い
て
記
録
し
て
い
る
。
『
桂
川
地
蔵
記
』
の
記
録
か
ら
、
十
五
世
紀
初
期
に
孫
君
沢
は
す
で
に
「
楼
閣
」
を
得
意
と
す
る
画
家
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
以
降
の
記
録
は
す
べ
て
『
図
絵
宝
鑑
』
の
文
を
引
用
し
、
改
変
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
図
絵
宝
鑑
』
の
伝
来
以
降
、
孫
君
沢
に
対
す
る
認
識
は
あ
る
程
度
固
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
（
二
）
日
記
史
料
次
に
、
日
記
史
料
に
見
ら
れ
る
、
孫
君
沢
に
関
す
る
記
述
を
考
察
す
る
。
こ
れ
ら
は
先
行
研
究
で
も
す
で
に
部
分
的
に
紹
介
さ
れ
た
史
料
で
あ
る
が
、
孫
君
沢
及
び
君
沢
様
に
対
す
る
認
識
を
検
討
す
る
た
め
に
、
ま
と
め
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
『
日
録
』
に
は
、
永
享
八
年
（
一
四
三
六
）
閏
五
月
十
三
日
条
に
、
　
鹿
王
院
御
成
、
御
斎
、
上
進
物
、
御
小
袖
三
重
、
盆
一
枚
、
君
沢
山
水
絵
四
幅
、
牧
渓
龍
虎
二
幅
、
高
檀
紙
、
椙
原
各
一
帖
と
あ
る
。
次
い
で
永
享
十
二
年
（
一
四
〇
）
八
月
二
十
八
日
条
に
、
東
禅
院
御
成
、
御
斎
、
小
袖
五
重
、
盆
一
枚
、
山
水
絵
四
幅
、
君
沢
筆
と
あ
り
、
二
度
に
わ
た
っ
て
孫
君
沢
の
山
水
四
幅
が
進
上
さ
れ
た
こ
と
が
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
渡
邉
明
義
氏
は
「
進
上
を
受
け
た
将
軍
は
八
代
義
教
で
あ
る
が
、
義
教
は
、
従
来
尊
重
さ
れ
て
い
た
禅
僧
が
余
技
で
描
い
た
水
墨
画
よ
り
、
技
術
的
に
優
れ
た
職
業
画
家
の
作
品
を
好
み
、
孫
君
沢
の
作
品
を
熱
心
に
集
め
て
い
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
12
。
こ
の
二
つ
の
記
録
は
、
孫
君
沢
の
作
品
が
よ
く
献
上
品
と
し
て
進
上
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
『
看
聞
日
記
』
嘉
吉
三
年
（
一
四
三
）
九
月
十
八
日
条
に
は
、
御
使
物
四
副
一
対
大
絵
持
参
、
君
沢
筆
云
々
、
相
国
寺
僧
令
見
、
非
君
沢
筆
、
似
絵
也
。
如
何
様
能
絵
之
間
召
当
、
朱
子
一
段
、
小
盆
〈
四
方
珪
璋
〉
等
相
博
了
。
山
水
殊
勝
絵
也
、
令
自
愛
13
の
記
述
が
あ
る
。
こ
の
日
、
後
崇
光
院
に
孫
君
沢
筆
と
称
す
る
山
水
四
幅
対
の
山
水
大
絵
が
献
上
さ
れ
た
。
し
か
し
、
相
国
寺
の
僧
は
、
孫
君
沢
の
真
筆
で
は
な
く
、
「
似
絵
」
で
あ
る
と
鑑
定
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
記
述
か
ら
、
当
時
公
家
の
間
に
お
い
て
も
、
孫
君
沢
の
絵
が
「
進
物
」
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
谷
114
（4）
信
一
氏
は
、
「
こ
の
似
絵
の
意
味
と
は
、
君
沢
に
相
似
の
絵
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
君
沢
画
を
対
看
写
照
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
も
う
一
歩
進
め
て
言
え
ば
君
沢
筆
様
を
具
え
た
も
の
と
い
う
解
釈
が
施
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
14
。
「
似
絵
」
で
も
「
朱
子
一
段
、
小
盆
〈
四
方
珪
璋
〉
等
」
と
同
じ
価
値
が
あ
り
、
「
殊
勝
絵
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
記
述
を
み
る
か
ぎ
り
、
「
君
沢
」
の
「
似
絵
」
は
中
国
で
制
作
さ
れ
た
も
の
か
、
日
本
で
制
作
さ
れ
た
も
の
か
が
不
明
で
あ
る
が
、
相
当
な
価
値
が
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
中
国
か
ら
伝
来
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
十
五
世
紀
前
半
に
も
す
で
に
孫
君
沢
の
「
似
絵
」
が
伝
来
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
記
述
か
ら
、
孫
君
沢
画
の
高
い
需
要
が
わ
か
る
。
『
日
録
』
寬
正
六
年
（
一
四
六
）
六
月
二
十
一
日
条
に
は
、
前
日
為
晋
広
院
殿
廿
五
年
忌
御
仏
事
銭
、
自
公
方
御
倉
、
以
三
万
銭
代
物
、
被
出
御
画
軸
、
其
中
君
沢
筆
四
幅
山
水
、
其
筆
妙
甚
美
、
是
故
以
三
十
五
緡
分
買
、
之
尤
為
奇
観
也
と
あ
る
。
足
利
義
教
二
十
五
年
忌
料
の
三
万
文
を
捻
出
す
る
た
め
に
、
公
方
御
倉
か
ら
孫
君
沢
の
山
水
図
四
幅
対
な
ど
が
売
り
に
出
さ
れ
、
蔭
涼
軒
主
で
あ
っ
た
季
瓊
真
蘂
が
孫
君
沢
画
に
惚
れ
込
ん
で
こ
れ
を
三
万
五
千
文
で
買
い
と
っ
た
と
い
う
一
件
で
あ
る
。
谷
信
一
氏
は
、
「
当
時
、
軽
い
日
本
水
墨
画
が
五
十
文
か
ら
百
文
の
間
（
教
言
記
）
、
詫
間
法
眼
と
い
ふ
阿
弥
陀
像
す
ら
二
百
疋
（
二
千
文
、
実
隆
公
記
）
で
売
買
さ
れ
て
い
る
の
や
、
一
般
物
価
に
較
ぶ
れ
ば
真
に
張
目
の
高
価
で
あ
る
」15
と
指
摘
し
、
日
本
製
の
絵
画
の
価
格
と
の
格
差
を
示
し
て
い
る
。
三
万
五
千
文
の
孫
君
沢
の
四
幅
対
は
か
な
り
高
価
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
八
月
十
四
日
条
に
も
、
孫
君
沢
の
対
幅
が
千
二
百
疋
で
あ
る
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
冒
頭
で
触
れ
た
『
日
録
』
延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）
六
月
三
日
条
か
ら
、
小
栗
宗
継
は
松
泉
軒
客
殿
の
障
子
絵
製
作
に
孫
君
沢
の
四
幅
対
を
画
本
と
し
て
利
用
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
四
幅
対
は
細
川
讃
岐
守
成
之
が
寄
進
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
宗
継
は
一
見
し
て
「
以
前
は
将
軍
家
の
御
物
で
あ
り
、
画
本
と
す
る
た
め
公
府
よ
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
見
慣
れ
た
画
で
あ
る
」
と
話
し
た
。
宗
継
が
こ
の
「
孫
君
沢
四
幅
」
と
出
会
っ
た
の
は
、
将
軍
義
政
の
御
用
絵
師
で
あ
る
父
小
栗
宗
湛
が
絵
画
制
作
の
た
め
、
画
本
と
し
て
御
倉
か
ら
出
し
た
時
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
宗
湛
に
よ
る
将
軍
家
の
た
め
の
制
作
で
は
す
で
に
、「
孫
君
沢
四
幅
」
が
手
本
と
し
て
使
わ
れ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
同
じ
「
四
幅
」
が
、
宗
継
の
障
子
絵
製
作
の
手
本
と
す
る
た
め
に
常
喜
軒
か
ら
借
用
さ
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
四
幅
対
は
度
々
画
本
と
し
て
受
容
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
以
上
の
日
記
史
料
か
ら
、
室
町
時
代
に
孫
君
沢
の
作
品
は
高
価
な
も
の
で
あ
り
、
よ
く
献
上
品
と
し
て
進
上
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
作
品
形
式
は
主
に
四
幅
対
で
あ
る
。
御
物
で
あ
っ
た
孫
君
沢
四
幅
対
は
し
ば
し
ば
絵
画
制
作
の
手
本
と
な
り
、
君
沢
様
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
（
三
）
そ
の
他
文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
以
前
に
成
立
し
た
『
御
物
御
画
目
録
』
に
は
「
三
教 
室
町
時
代
に
お
け
る
孫
君
沢
に
対
す
る
認
識
と
受
容
　
孫
　文
祺
（5）
脇
山
水 
君
沢
」
の
三
幅
対
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
『
御
物
御
画
目
録
』
は
、
巻
末
の
「
右
目
録
従
鹿
薗
院
殿
已
来
御
物
御
絵
注
文
也
能
阿
弥
撰
之
」
の
記
載
16
か
ら
、
室
町
幕
府
第
八
代
将
軍
足
利
義
政
の
時
期
の
唐
物
の
管
理
や
鑑
定
を
行
っ
て
い
た
同
朋
衆
能
阿
弥
が
義
満
以
来
将
軍
家
に
伝
わ
る
絵
画
を
記
し
た
も
の
と
判
明
す
る
。
こ
に
、
中
幅
「
三
教
」
、
両
脇
「
山
水
」
の
三
幅
対
が
記
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
三
幅
全
部
が
孫
君
沢
筆
な
の
か
は
不
明
だ
が
、
永
享
年
間
に
進
上
さ
れ
た
山
水
四
幅
対
二
点
を
加
え
、
足
利
将
軍
家
は
少
な
く
と
も
三
点
以
上
の
孫
君
沢
作
品
を
所
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
能
阿
弥
・
相
阿
弥
が
唐
物
の
鑑
賞
・
鑑
定
法
・
座
敷
の
飾
り
様
を
記
録
し
た
『
君
台
観
左
右
帳
記
』
に
も
、
孫
君
沢
の
名
が
並
ん
で
い
る
。『
君
台
観
左
右
帳
記
』
の
第
一
部
は
三
国
時
代
の
呉
か
ら
元
代
に
至
る
中
国
画
人
の
目
録
で
、上
・
中
・
下
の
三
品
等
に
分
け
、
字
・
号
・
出
身
地
・
得
意
と
す
る
画
題
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
文
明
八
年
（
一
四
七
六
）
に
能
阿
弥
が
奥
書
し
た
『
群
書
類
従
』
所
収
本
に
は
「
上
、
元
、
孫
君
沢
、
山
水
人
物
楼
閣
、
馬
遠
夏
珪
弟
子
」
17
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
永
正
八
年
（
一
五
一
）
の
相
阿
弥
の
奥
書
と
花
押
を
模
写
し
た
永
禄
二
年
（
一
五
九
）
古
写
本
に
は
、「
上
中
、
杭
人
善
山
水
人
物
」
18
の
評
価
が
見
ら
れ
る
。「
上
」
の
評
価
を
得
る
の
は
五
十
人
ほ
ど
で
あ
り
、
孫
君
沢
の
「
上
」
や
「
上
中
」
は
高
い
評
価
で
あ
る
が
、
王
維
や
牧
谿
、
玉
澗
、
李
迪
、
夏
珪
な
ど
「
上
々
」
に
は
及
ば
な
い
。
そ
れ
で
も
、
孫
君
沢
画
の
図
様
が
「
君
沢
様
」
と
称
さ
れ
、「
上
々
」
の
牧
谿
、
玉
澗
、
李
迪
、
夏
珪
な
ど
の
作
品
と
同
じ
く
絵
手
本
と
さ
れ
た
こ
と
に
は
理
由
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
約
百
年
後
の
文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）
前
後
に
成
立
し
た
『
等
伯
画
説
』
に
は
、　孫
君
沢
、
人
物
山
水
馬
遠
夏
珪
ヲ
学
君
沢
ハ
屋
体
書
也
、
内
裏
ノ
大
工
ノ
子
也
、
此
故
ニ
か
ね
カ
能
也
19
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
『
等
伯
画
説
』
は
、
桃
山
時
代
の
画
家
長
谷
川
等
伯
が
前
代
の
画
家
や
画
跡
、
鑑
賞
方
式
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
た
こ
と
を
、
京
都
本
法
寺
の
日
通
上
人
が
筆
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
で
は
、
『
図
絵
宝
鑑
』
の
文
を
引
用
し
な
が
ら
、「
内
裏
ノ
大
工
ノ
子
也
、
此
故
ニ
か
ね
カ
能
也
」
を
加
え
て
い
る
。
し
か
し
、
孫
君
沢
が
「
内
裏
の
大
工
の
子
」
で
あ
る
と
の
記
述
は
他
の
史
料
に
は
見
え
な
い
。
板
倉
聖
哲
氏
は
、
「
そ
の
画
に
界
線
を
用
い
た
楼
閣
山
水
が
多
か
っ
た
こ
と
に
よ
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
20
。
こ
の
記
録
か
ら
、
中
世
に
お
け
る
孫
君
沢
画
に
対
す
る
認
識
で
は
、
楼
閣
山
水
の
イ
メ
ー
ジ
が
最
も
強
か
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
以
上
の
考
察
か
ら
、
十
四
世
紀
に
杭
州
で
活
動
し
た
孫
君
沢
は
、
十
五
世
紀
は
じ
め
ご
ろ
に
は
次
第
に
日
本
に
画
名
が
伝
わ
り
、
十
五
世
紀
末
頃
で
は
確
固
と
し
た
画
名
と
、
山
水
人
物
、
特
に
楼
閣
山
水
を
得
意
と
す
る
画
家
と
し
て
の
認
識
を
確
立
さ
せ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
の
作
品
は
献
上
品
と
し
て
珍
重
さ
れ
、
絵
画
制
作
の
絵
手
本
と
し
て
受
容
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
113
室
町
時
代
に
お
け
る
孫
君
沢
に
対
す
る
認
識
と
受
容
　
孫
　文
祺
（5）
脇
山
水 
君
沢
」
の
三
幅
対
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
『
御
物
御
画
目
録
』
は
、
巻
末
の
「
右
目
録
従
鹿
薗
院
殿
已
来
御
物
御
絵
注
文
也
能
阿
弥
撰
之
」
の
記
載
16
か
ら
、
室
町
幕
府
第
八
代
将
軍
足
利
義
政
の
時
期
の
唐
物
の
管
理
や
鑑
定
を
行
っ
て
い
た
同
朋
衆
能
阿
弥
が
義
満
以
来
将
軍
家
に
伝
わ
る
絵
画
を
記
し
た
も
の
と
判
明
す
る
。
こ
に
、
中
幅
「
三
教
」
、
両
脇
「
山
水
」
の
三
幅
対
が
記
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
三
幅
全
部
が
孫
君
沢
筆
な
の
か
は
不
明
だ
が
、
永
享
年
間
に
進
上
さ
れ
た
山
水
四
幅
対
二
点
を
加
え
、
足
利
将
軍
家
は
少
な
く
と
も
三
点
以
上
の
孫
君
沢
作
品
を
所
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
能
阿
弥
・
相
阿
弥
が
唐
物
の
鑑
賞
・
鑑
定
法
・
座
敷
の
飾
り
様
を
記
録
し
た
『
君
台
観
左
右
帳
記
』
に
も
、
孫
君
沢
の
名
が
並
ん
で
い
る
。『
君
台
観
左
右
帳
記
』
の
第
一
部
は
三
国
時
代
の
呉
か
ら
元
代
に
至
る
中
国
画
人
の
目
録
で
、上
・
中
・
下
の
三
品
等
に
分
け
、
字
・
号
・
出
身
地
・
得
意
と
す
る
画
題
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
文
明
八
年
（
一
四
七
六
）
に
能
阿
弥
が
奥
書
し
た
『
群
書
類
従
』
所
収
本
に
は
「
上
、
元
、
孫
君
沢
、
山
水
人
物
楼
閣
、
馬
遠
夏
珪
弟
子
」
17
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
永
正
八
年
（
一
五
一
）
の
相
阿
弥
の
奥
書
と
花
押
を
模
写
し
た
永
禄
二
年
（
一
五
九
）
古
写
本
に
は
、「
上
中
、
杭
人
善
山
水
人
物
」
18
の
評
価
が
見
ら
れ
る
。「
上
」
の
評
価
を
得
る
の
は
五
十
人
ほ
ど
で
あ
り
、
孫
君
沢
の
「
上
」
や
「
上
中
」
は
高
い
評
価
で
あ
る
が
、
王
維
や
牧
谿
、
玉
澗
、
李
迪
、
夏
珪
な
ど
「
上
々
」
に
は
及
ば
な
い
。
そ
れ
で
も
、
孫
君
沢
画
の
図
様
が
「
君
沢
様
」
と
称
さ
れ
、「
上
々
」
の
牧
谿
、
玉
澗
、
李
迪
、
夏
珪
な
ど
の
作
品
と
同
じ
く
絵
手
本
と
さ
れ
た
こ
と
に
は
理
由
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
約
百
年
後
の
文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）
前
後
に
成
立
し
た
『
等
伯
画
説
』
に
は
、　孫
君
沢
、
人
物
山
水
馬
遠
夏
珪
ヲ
学
君
沢
ハ
屋
体
書
也
、
内
裏
ノ
大
工
ノ
子
也
、
此
故
ニ
か
ね
カ
能
也
19
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
『
等
伯
画
説
』
は
、
桃
山
時
代
の
画
家
長
谷
川
等
伯
が
前
代
の
画
家
や
画
跡
、
鑑
賞
方
式
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
た
こ
と
を
、
京
都
本
法
寺
の
日
通
上
人
が
筆
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
で
は
、
『
図
絵
宝
鑑
』
の
文
を
引
用
し
な
が
ら
、「
内
裏
ノ
大
工
ノ
子
也
、
此
故
ニ
か
ね
カ
能
也
」
を
加
え
て
い
る
。
し
か
し
、
孫
君
沢
が
「
内
裏
の
大
工
の
子
」
で
あ
る
と
の
記
述
は
他
の
史
料
に
は
見
え
な
い
。
板
倉
聖
哲
氏
は
、
「
そ
の
画
に
界
線
を
用
い
た
楼
閣
山
水
が
多
か
っ
た
こ
と
に
よ
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
20
。
こ
の
記
録
か
ら
、
中
世
に
お
け
る
孫
君
沢
画
に
対
す
る
認
識
で
は
、
楼
閣
山
水
の
イ
メ
ー
ジ
が
最
も
強
か
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
以
上
の
考
察
か
ら
、
十
四
世
紀
に
杭
州
で
活
動
し
た
孫
君
沢
は
、
十
五
世
紀
は
じ
め
ご
ろ
に
は
次
第
に
日
本
に
画
名
が
伝
わ
り
、
十
五
世
紀
末
頃
で
は
確
固
と
し
た
画
名
と
、
山
水
人
物
、
特
に
楼
閣
山
水
を
得
意
と
す
る
画
家
と
し
て
の
認
識
を
確
立
さ
せ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
の
作
品
は
献
上
品
と
し
て
珍
重
さ
れ
、
絵
画
制
作
の
絵
手
本
と
し
て
受
容
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
112
室
町
時
代
に
お
け
る
孫
君
沢
に
対
す
る
認
識
と
受
容
　
孫
　文
祺
（7）
と
類
似
し
て
お
り
、
君
沢
様
の
受
容
を
示
し
て
い
る
作
品
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
東
博
本
「
雪
景
山
水
図
」
の
図
様
は
、
継
承
さ
れ
た
君
沢
様
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
③
「
劉
阮
天
台
図
」
（
菊
屋
家
住
宅
保
存
会
蔵
、
挿
図
6
）
松
平
不
昧
旧
蔵
の
作
品
で
あ
る
。
狩
野
養
信
に
よ
る
文
化
八
年
（
一
八
一
）
の
模
本
「
桃
源
」
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
が
あ
る
。
画
面
左
下
方
に
「
君
沢
」
の
落
款
が
見
え
る
が
、
画
面
の
大
き
さ
か
ら
推
し
て
も
右
方
と
上
方
に
画
面
が
広
が
っ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
25
。
岩
の
間
の
山
道
を
下
る
二
人
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
天
台
山
に
上
っ
て
薬
草
を
採
り
、
道
に
迷
っ
た
劉
晨
・
阮
肇
に
相
当
す
る
か
は
断
定
し
難
い
。
手
前
の
巨
岩
、
崖
、
道
の
図
様
構
成
は
静
嘉
堂
本
「
楼
閣
山
水
図
」
の
夏
幅
と
共
通
し
て
い
る
。
④
「
山
水
図
」
（
バ
ー
ク
レ
ー
美
術
館
蔵
、
挿
図
7
）
日
本
で
の
所
蔵
以
外
で
確
認
で
き
る
、
唯
一
の
落
款
が
あ
る
孫
君
沢
の
作
品
で
あ
る
。
雄
大
な
山
を
背
景
に
川
が
流
れ
、
高
い
松
と
竹
に
囲
ま
れ
た
優
雅
な
楼
閣
が
描
か
れ
、
白
い
蓮
の
花
は
、
季
節
を
夏
と
定
義
し
て
い
る
。
画
面
右
下
に
は
山
荘
を
訪
ね
る
の
か
、
橋
を
渡
る
高
士
と
団
扇
を
携
え
る
侍
童
が
描
か
れ
て
い
る
。
本
図
は
、
現
存
す
る
孫
君
沢
作
品
の
中
で
、
最
も
複
雑
な
画
面
構
成
を
持
ち
、
一
番
の
大
幅
で
あ
る
。
（
二
）
伝
承
作
品
こ
で
は
伝
孫
君
沢
の
作
品
を
検
討
し
、
孫
君
沢
に
対
す
る
認
識
や
君
沢
様
の
特
徴
を
考
察
す
る
。
孫
君
沢
の
伝
承
作
品
に
は
多
く
の
室
町
時
代
の
現
存
作
品
と
共
通
す
る
図
様
が
多
数
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
つ
い
て
の
論
考
は
非
常
に
少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
①
「
山
水
図
」
（
フ
ラ
ン
ス
国
立
ギ
メ
東
洋
美
術
館
蔵
、
挿
図
8
）
本
図
の
箱
蓋
裏
に
は
「
水
萍
處
蔵
」
の
貼
り
紙
が
あ
り
、
福
岡
孝
弟
（
号
水
萍
處
）
の
旧
蔵
品
で
あ
る
と
確
認
で
き
る
。
本
図
は
賛
の
た
め
大
き
な
空
白
が
あ
り
、
日
本
の
詩
画
軸
に
さ
き
だ
つ
形
式
の
早
い
作
例
で
あ
る
。
画
面
の
上
に
は
元
時
代
の
有
名
な
僧
で
あ
る
竺
田
悟
心
の
筆
に
よ
る
杜
甫
「
寄
李
十
二
白
二
十
韻
」
と
李
白
「
子
夜
呉
歌
」
の
秋
の
歌
が
書
か
れ
る
。
渓
流
沿
い
の
竹
林
に
書
斎
ら
し
き
建
築
物
が
あ
り
、
そ
の
中
に
一
人
の
高
士
が
坐
っ
て
い
る
。
左
下
手
前
に
は
四
本
の
若
竹
が
あ
り
、
琴
を
携
え
る
童
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
中
景
に
は
分
岐
す
る
水
流
が
あ
り
、
遠
景
に
は
山
と
月
が
描
か
れ
て
い
る
。
画
面
全
体
の
構
成
な
ど
は
孫
君
沢
の
楼
閣
山
水
図
と
共
通
す
る
が
、
岩
や
竹
の
描
き
方
な
ど
は
孫
君
沢
作
品
と
や
異
な
り
、
筆
致
は
少
し
柔
軟
で
あ
る
。
そ
し
て
、
楼
閣
や
人
物
な
ど
の
描
写
も
や
柔
ら
か
い
筆
遣
い
で
、
孫
君
沢
作
品
よ
り
精
密
さ
を
欠
く
。
『
真
美
大
観
』
第
一
〇
号
所
載
の
「
竹
林
閑
居
図
」26
、
『
国
華
』
第
三
二
一
号
で
紹
介
さ
れ
た
伝
任
仁
発
筆
「
楼
閣
山
水
図
」27
や
台
北
故
宮
博
物
院
所
蔵
の
伝
宋
人
筆
「
山
水
図
」
（
挿
図
9
）
の
存
在
か
ら
み
る
と
、
同
じ
の
図
様
の
作
品
は
当
時
の
中
国
で
多
く
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
入
母
屋
造
の
建
築
物
の
図
様
は
孫
君
沢
筆
「
楼
閣
山
水
図
」
秋
幅
や
「
雪
景
山
水
図
」
と
完
全
に
一
致
し
、
筆
致
以
外
の
特
徴
は
ほ
ぼ
孫
君
沢
作
品
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
孫
君
沢
周
辺
で
作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
定
型
化
し
た
図
様
は
中
国
の
み
な
ら
ず
、
（6）
二
、
孫
君
沢
作
品
と
君
沢
様
（
一
）
現
存
遺
品
室
町
時
代
に
お
け
る
孫
君
沢
の
認
識
を
確
認
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
そ
の
作
品
の
特
徴
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
節
で
は
孫
君
沢
の
代
表
作
を
検
討
し
、
そ
の
実
態
を
考
察
す
る
。
孫
君
沢
の
真
筆
と
の
定
評
が
あ
り
、
確
か
な
落
款
を
持
つ
現
存
作
品
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
①
「
楼
閣
山
水
図
」
（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵
、
挿
図
1
）
日
本
に
お
け
る
孫
君
沢
の
三
点
の
現
存
遺
品
は
、
全
て
古
渡
り
と
し
て
伝
世
し
た
も
の
で
あ
る
21
。
こ
の
双
幅
は
そ
れ
ぞ
れ
夏
・
秋
景
に
相
当
し
、
構
図
と
落
款
の
位
置
な
ど
か
ら
、
元
来
は
四
季
四
幅
内
の
二
幅
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
夏
幅
は
岩
と
松
の
間
に
あ
る
亭
で
対
話
す
る
高
士
と
傍
ら
に
立
つ
侍
童
が
左
下
に
描
か
れ
、
左
奥
に
瀑
布
を
配
し
て
お
り
、
画
面
右
方
に
雲
霞
を
表
し
て
山
を
隠
し
、
松
樹
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
。
秋
幅
は
手
前
の
岩
、
高
松
、
楼
閣
、
楼
台
で
遠
方
を
眺
め
る
高
士
と
後
ろ
に
立
つ
侍
童
な
ど
の
モ
チ
ー
フ
を
右
に
寄
せ
、
夏
幅
と
対
比
的
な
構
図
を
と
っ
て
い
る
。
本
図
は
多
く
の
伝
周
文
筆
作
品
が
図
様
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
室
町
時
代
に
伝
来
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
伝
周
文
筆
「
山
水
図
」
対
幅
（
『
藤
田
男
爵
家
蔵
品
入
札
目
録
』
、
挿
図
2
）
の
右
幅
が
本
図
の
秋
幅
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
22
。
孫
君
沢
画
の
松
が
こ
の
伝
周
文
画
で
は
柳
に
す
り
換
え
ら
れ
、
松
と
人
物
の
図
様
は
対
幅
の
左
幅
に
転
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
点
に
は
筆
様
制
作
の
方
法
を
窺
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
伝
周
文
筆
「
四
季
山
水
図
屏
風
」
（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵
、
挿
図
3
）
も
本
図
を
手
本
と
し
た
こ
と
が
繰
り
返
し
指
摘
さ
れ
て
い
る
23
。
こ
の
静
嘉
堂
本
「
楼
閣
山
水
図
」
の
図
様
は
「
型
」
と
し
て
多
く
の
室
町
水
墨
画
に
受
容
さ
れ
、
君
沢
様
の
源
泉
の
一
つ
と
推
測
で
き
る
。
当
初
は
四
季
を
四
幅
に
描
い
て
い
た
と
み
ら
れ
る
静
嘉
堂
本
は
、
お
そ
ら
く
日
記
史
料
に
記
述
さ
れ
た
孫
君
沢
四
幅
の
一
つ
と
思
わ
れ
る
。
②
「
雪
景
山
水
図
」
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
挿
図
4
）
冬
の
景
色
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
画
面
左
下
に
「
孫
君
沢
」
の
落
款
が
あ
り
、
主
な
モ
チ
ー
フ
を
左
に
寄
せ
、
典
型
的
な
対
角
線
構
図
を
と
る
。
近
景
の
水
辺
に
は
樹
石
に
囲
ま
れ
た
楼
閣
を
配
し
、
楼
閣
中
に
高
士
と
家
童
を
描
い
て
い
る
。
高
士
が
眺
め
る
先
に
は
、
水
面
が
大
き
く
広
が
り
、
雪
の
中
驢
馬
に
乗
っ
て
橋
を
渡
る
旅
人
と
荷
物
を
背
負
っ
て
歩
く
童
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
楼
閣
周
辺
の
一
番
手
前
の
樹
木
を
柳
と
し
、
周
り
に
竹
、
梅
な
ど
も
描
か
れ
て
い
る
。
本
図
の
室
町
・
桃
山
絵
画
史
へ
の
影
響
は
大
き
く
、
そ
の
構
成
を
拡
大
・
変
形
し
て
冬
景
に
用
い
る
雪
舟
筆
「
四
季
山
水
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
や
、
反
転
・
省
略
し
陰
陽
五
行
説
に
則
っ
て
四
方
四
季
障
壁
画
の
北
側
の
冬
景
の
一
部
と
す
る
隣
華
院
方
丈
室
中
の
長
谷
川
等
伯
筆
「
四
季
山
水
図
襖
絵
」
な
ど
が
そ
の
例
に
数
え
ら
れ
る
24
。
ま
た
、
明
応
八
年
（
一
四
九
）
に
制
作
さ
れ
た
賢
江
祥
啓
筆
「
巣
雪
斎
図
」（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵
、
挿
図
5
）
に
も
本
図
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。「
巣
雪
斎
図
」
は
大
き
な
雪
岩
を
近
景
に
置
き
、
梅
や
竹
に
囲
ま
れ
た
書
斎
を
の
ぞ
か
せ
、
高
く
二
峰
の
雪
山
を
配
し
、
真
冬
の
景
色
を
描
く
。
対
角
線
構
図
、
明
確
な
輪
郭
線
、
大
斧
劈
皺
の
技
法
、
入
母
屋
造
の
書
斎
と
い
っ
た
特
徴
は
す
べ
て
本
図
と
共
通
し
て
い
る
。
特
に
左
下
の
近
景
の
岩
、
梅
の
枝
、
楼
閣
の
図
様
は
東
博
本
111
室
町
時
代
に
お
け
る
孫
君
沢
に
対
す
る
認
識
と
受
容
　
孫
　文
祺
（7）
と
類
似
し
て
お
り
、
君
沢
様
の
受
容
を
示
し
て
い
る
作
品
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
東
博
本
「
雪
景
山
水
図
」
の
図
様
は
、
継
承
さ
れ
た
君
沢
様
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
③
「
劉
阮
天
台
図
」
（
菊
屋
家
住
宅
保
存
会
蔵
、
挿
図
6
）
松
平
不
昧
旧
蔵
の
作
品
で
あ
る
。
狩
野
養
信
に
よ
る
文
化
八
年
（
一
八
一
）
の
模
本
「
桃
源
」
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
が
あ
る
。
画
面
左
下
方
に
「
君
沢
」
の
落
款
が
見
え
る
が
、
画
面
の
大
き
さ
か
ら
推
し
て
も
右
方
と
上
方
に
画
面
が
広
が
っ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
25
。
岩
の
間
の
山
道
を
下
る
二
人
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
天
台
山
に
上
っ
て
薬
草
を
採
り
、
道
に
迷
っ
た
劉
晨
・
阮
肇
に
相
当
す
る
か
は
断
定
し
難
い
。
手
前
の
巨
岩
、
崖
、
道
の
図
様
構
成
は
静
嘉
堂
本
「
楼
閣
山
水
図
」
の
夏
幅
と
共
通
し
て
い
る
。
④
「
山
水
図
」
（
バ
ー
ク
レ
ー
美
術
館
蔵
、
挿
図
7
）
日
本
で
の
所
蔵
以
外
で
確
認
で
き
る
、
唯
一
の
落
款
が
あ
る
孫
君
沢
の
作
品
で
あ
る
。
雄
大
な
山
を
背
景
に
川
が
流
れ
、
高
い
松
と
竹
に
囲
ま
れ
た
優
雅
な
楼
閣
が
描
か
れ
、
白
い
蓮
の
花
は
、
季
節
を
夏
と
定
義
し
て
い
る
。
画
面
右
下
に
は
山
荘
を
訪
ね
る
の
か
、
橋
を
渡
る
高
士
と
団
扇
を
携
え
る
侍
童
が
描
か
れ
て
い
る
。
本
図
は
、
現
存
す
る
孫
君
沢
作
品
の
中
で
、
最
も
複
雑
な
画
面
構
成
を
持
ち
、
一
番
の
大
幅
で
あ
る
。
（
二
）
伝
承
作
品
こ
で
は
伝
孫
君
沢
の
作
品
を
検
討
し
、
孫
君
沢
に
対
す
る
認
識
や
君
沢
様
の
特
徴
を
考
察
す
る
。
孫
君
沢
の
伝
承
作
品
に
は
多
く
の
室
町
時
代
の
現
存
作
品
と
共
通
す
る
図
様
が
多
数
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
つ
い
て
の
論
考
は
非
常
に
少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
①
「
山
水
図
」
（
フ
ラ
ン
ス
国
立
ギ
メ
東
洋
美
術
館
蔵
、
挿
図
8
）
本
図
の
箱
蓋
裏
に
は
「
水
萍
處
蔵
」
の
貼
り
紙
が
あ
り
、
福
岡
孝
弟
（
号
水
萍
處
）
の
旧
蔵
品
で
あ
る
と
確
認
で
き
る
。
本
図
は
賛
の
た
め
大
き
な
空
白
が
あ
り
、
日
本
の
詩
画
軸
に
さ
き
だ
つ
形
式
の
早
い
作
例
で
あ
る
。
画
面
の
上
に
は
元
時
代
の
有
名
な
僧
で
あ
る
竺
田
悟
心
の
筆
に
よ
る
杜
甫
「
寄
李
十
二
白
二
十
韻
」
と
李
白
「
子
夜
呉
歌
」
の
秋
の
歌
が
書
か
れ
る
。
渓
流
沿
い
の
竹
林
に
書
斎
ら
し
き
建
築
物
が
あ
り
、
そ
の
中
に
一
人
の
高
士
が
坐
っ
て
い
る
。
左
下
手
前
に
は
四
本
の
若
竹
が
あ
り
、
琴
を
携
え
る
童
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
中
景
に
は
分
岐
す
る
水
流
が
あ
り
、
遠
景
に
は
山
と
月
が
描
か
れ
て
い
る
。
画
面
全
体
の
構
成
な
ど
は
孫
君
沢
の
楼
閣
山
水
図
と
共
通
す
る
が
、
岩
や
竹
の
描
き
方
な
ど
は
孫
君
沢
作
品
と
や
異
な
り
、
筆
致
は
少
し
柔
軟
で
あ
る
。
そ
し
て
、
楼
閣
や
人
物
な
ど
の
描
写
も
や
柔
ら
か
い
筆
遣
い
で
、
孫
君
沢
作
品
よ
り
精
密
さ
を
欠
く
。
『
真
美
大
観
』
第
一
〇
号
所
載
の
「
竹
林
閑
居
図
」26
、
『
国
華
』
第
三
二
一
号
で
紹
介
さ
れ
た
伝
任
仁
発
筆
「
楼
閣
山
水
図
」27
や
台
北
故
宮
博
物
院
所
蔵
の
伝
宋
人
筆
「
山
水
図
」
（
挿
図
9
）
の
存
在
か
ら
み
る
と
、
同
じ
の
図
様
の
作
品
は
当
時
の
中
国
で
多
く
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
入
母
屋
造
の
建
築
物
の
図
様
は
孫
君
沢
筆
「
楼
閣
山
水
図
」
秋
幅
や
「
雪
景
山
水
図
」
と
完
全
に
一
致
し
、
筆
致
以
外
の
特
徴
は
ほ
ぼ
孫
君
沢
作
品
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
孫
君
沢
周
辺
で
作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
定
型
化
し
た
図
様
は
中
国
の
み
な
ら
ず
、
110
室
町
時
代
に
お
け
る
孫
君
沢
に
対
す
る
認
識
と
受
容
　
孫
　文
祺
（9）
と
し
て
、
箱
や
鑑
定
書
ま
で
備
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
孫
君
沢
に
対
す
る
認
識
も
日
本
の
知
識
体
系
に
沿
っ
て
変
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
楼
閣
山
水
の
図
様
は
君
沢
様
と
し
て
受
容
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
図
の
ほ
か
に
も
、
伝
孫
君
沢
筆
「
高
士
観
眺
図
」
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
、
伝
孫
君
沢
筆
「
楼
閣
山
水
図
」
双
幅
（
根
津
美
術
館
所
蔵
）
な
ど
が
あ
る
。
（
三
）
君
沢
様
の
特
徴
日
記
史
料
と
現
存
作
品
か
ら
、
室
町
時
代
に
継
承
さ
れ
た
君
沢
様
の
一
部
は
、
静
嘉
堂
本
「
楼
閣
山
水
図
」
、
東
博
本
「
雪
景
山
水
図
」
、
ギ
メ
本
「
山
水
図
」
の
図
様
に
当
て
は
ま
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
で
は
、
な
ぜ
孫
君
沢
作
品
は
南
宋
院
体
画
と
同
じ
よ
う
に
絵
手
本
と
し
て
珍
重
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
を
明
白
に
す
る
た
め
に
、
孫
君
沢
遺
品
の
特
徴
を
分
析
し
、
君
沢
様
と
南
宋
院
体
画
の
相
違
を
検
討
す
る
。
孫
君
沢
の
現
存
遺
品
は
共
通
し
て
、
対
角
線
の
一
方
に
モ
チ
ー
フ
を
片
寄
せ
て
描
く
構
図
法
を
と
り
、
個
々
の
モ
チ
ー
フ
は
強
く
明
確
な
輪
郭
線
を
持
っ
て
い
る
。
前
景
の
岩
と
樹
木
、
楼
閣
と
人
物
、
遠
景
の
山
な
ど
、
基
本
な
モ
チ
ー
フ
は
共
通
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
勁
健
な
筆
致
、
精
確
な
楼
閣
の
描
写
、
斧
劈
皺
の
技
法
な
ど
も
完
全
な
一
致
を
示
し
て
い
る
。
画
面
構
成
の
特
徴
は
、
近
景
に
岩
や
崖
に
根
を
張
る
松
や
柳
を
配
し
、
続
い
て
竹
林
や
梅
樹
を
伴
う
楼
閣
を
描
き
、
そ
の
背
後
に
は
高
い
岩
山
を
聳
え
さ
せ
て
い
る
。
精
密
に
描
か
れ
た
楼
閣
に
人
物
が
描
か
れ
、
視
線
の
方
向
に
は
水
景
な
ど
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
る
。
各
モ
チ
ー
フ
の
特
徴
を
見
て
ゆ
こ
う
。
孫
君
沢
作
品
の
山
や
岩
の
か
た
ち
や
描
き
方
は
間
違
い
な
く
馬
遠
を
学
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
強
く
明
確
な
輪
郭
線
を
持
ち
、
馬
遠
に
代
表
さ
れ
る
大
斧
劈
皺
（
挿
図
14
）
が
強
調
さ
れ
、
そ
れ
と
呼
応
し
て
輪
郭
も
短
め
の
直
線
を
繋
げ
て
屈
曲
し
て
い
く
よ
う
に
表
さ
れ
て
い
る
。
植
物
の
描
写
で
は
、
孫
君
沢
は
馬
遠
や
夏
珪
の
画
法
を
折
衷
的
に
整
理
し
て
い
る
。
近
景
の
松
と
竹
は
馬
遠
、
遠
景
の
松
は
夏
珪
を
摂
取
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
人
物
の
表
現
は
南
宋
院
体
画
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
特
に
馬
遠
筆
「
西
園
雅
集
図
巻
」（
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ス
美
術
館
蔵
）
の
よ
う
な
作
品
か
ら
の
影
響
が
大
き
い
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
楼
閣
は
図
式
化
し
、
ほ
ぼ
全
部
同
じ
か
た
ち
を
し
て
い
る
。
瓦
葺
き
の
入
母
屋
造
や
宝
形
造
の
屋
根
は
特
徴
的
で
あ
り
、
馬
麟
筆
「
長
松
山
水
図
」
（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
）
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
に
は
、
南
宋
院
体
画
と
共
通
す
る
部
分
も
あ
る
が
、
孫
君
沢
の
独
自
の
特
徴
も
見
ら
れ
る
。
画
面
構
成
は
院
体
画
よ
り
パ
タ
ー
ン
化
し
、
近
・
中
・
遠
景
の
モ
チ
ー
フ
も
ほ
ぼ
同
じ
形
式
に
整
え
ら
れ
て
い
る
。
南
宋
院
体
画
は
し
ば
し
ば
主
要
モ
チ
ー
フ
を
近
景
に
置
き
、
ほ
か
の
部
分
は
空
白
に
し
て
い
る
。
一
方
、
孫
君
沢
は
近
景
に
は
南
宋
院
体
画
風
に
主
要
モ
チ
ー
フ
を
よ
り
大
き
く
描
き
、
中
景
を
空
白
に
し
、
遠
景
に
山
を
描
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
は
南
宋
院
体
画
よ
り
遠
近
感
を
強
調
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
島
純
司
氏
は
、
「
南
宋
院
体
画
の
楼
閣
は
自
然
の
一
部
分
で
あ
る
」
の
に
対
し
、
「
君
沢
画
で
は
楼
閣
が
大
き
く
は
り
出
し
、
構
成
の
主
と
な
っ
て
、
逆
に
樹
木
は
剪
定
さ
れ
、
岩
石
は
磨
か
れ
、
宋
画
に
お
け
る
幽
暗
さ
を
失
っ
て
、
白
明
の
も
と
に
つ
れ
出
さ
れ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
34
。
さ
ら
に
、
孫
君
沢
の
作
品
は
南
宋
院
体
画
よ
り
線
の
表
現
が
強
く
、
岩
山
や
樹
木
の
形
態
に
は
幾
何
学
的
な
志
向
が
認
め
ら
れ
、
形
式
的
な
整
合
感
が
増
強
（8）
日
本
の
絵
画
制
作
に
お
い
て
も
多
く
利
用
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
「
瓢
鮎
図
」
の
左
下
手
前
の
四
本
の
若
竹
や
、
水
流
が
分
岐
す
る
か
た
ち
は
ギ
メ
本
「
山
水
図
」
に
共
通
し
て
い
る
28
。
ま
た
松
岡
美
術
館
所
蔵
の
伝
周
文
筆
「
竹
林
閑
居
図
」
（
挿
図
10
）
、
小
倉
家
旧
蔵
の
伝
周
文
筆
「
竹
亭
閑
居
図
」
や
個
人
蔵
の
狩
野
正
信
筆
「
山
水
図
」
な
ど
、
多
く
の
作
品
が
図
様
を
継
承
し
て
い
る
29
。
つ
ま
り
、
ギ
メ
本
「
山
水
図
」
の
図
様
は
君
沢
様
の
一
つ
と
推
測
さ
れ
、
室
町
水
墨
画
に
お
け
る
君
沢
様
の
受
容
を
考
え
る
上
で
非
常
に
重
要
な
作
品
と
言
え
る
。
②
「
楼
閣
山
水
図
」
（
個
人
蔵
、
挿
図
11
）
本
図
は
『
国
華
』
第
二
八
二
号
に
紹
介
さ
れ
た
徳
川
達
道
旧
蔵
の
作
品
で
あ
る
30
。
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
十
月
に
東
京
美
術
倶
楽
部
で
出
品
さ
れ
た
後
31
、
二
〇
一
六
年
十
二
月
に
北
京
匡
時
国
際
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が
開
催
し
た
十
周
年
秋
季
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
賢
江
祥
啓
筆
の
模
本
と
一
緒
に
出
品
さ
れ
32
、
現
在
は
個
人
蔵
で
あ
る
。
賢
江
祥
啓
に
よ
る
模
本
の
存
在
か
ら
、
本
図
は
室
町
時
代
に
日
本
に
伝
来
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
江
戸
時
代
の
狩
野
派
の
鑑
定
を
示
す
狩
野
栄
信
の
添
え
状
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
「
孫
君
沢
筆
」
と
さ
れ
て
い
る
。
本
図
の
構
図
や
筆
法
な
ど
の
要
素
は
す
べ
て
南
宋
院
体
画
と
類
似
し
て
い
る
。
近
景
に
は
水
辺
に
建
つ
楼
閣
が
描
か
れ
て
い
る
。
高
い
松
と
竹
で
囲
ま
れ
た
楼
閣
は
、
界
尺
を
使
っ
て
精
密
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
左
下
の
庭
で
は
家
童
一
人
が
掃
除
し
て
い
る
。
太
湖
石
や
芭
蕉
な
ど
の
植
物
が
描
か
れ
、
小
径
削
除
は
高
台
に
続
い
て
い
る
。
高
台
に
は
六
人
の
人
物
を
配
し
、
宴
会
の
様
子
を
表
し
て
い
る
。
一
番
左
の
高
士
が
の
ぞ
む
先
に
は
、
遠
景
の
松
に
囲
ま
れ
た
高
楼
が
描
か
れ
て
い
る
。
構
図
や
描
写
な
ど
は
静
嘉
堂
本
「
楼
閣
山
水
図
」
の
秋
幅
と
共
通
す
る
が
、
全
体
の
構
成
は
孫
君
沢
作
品
が
単
純
明
快
な
の
に
対
し
て
、
や
複
雑
で
、
線
と
墨
の
用
法
も
孫
君
沢
の
勁
健
さ
に
及
ば
な
い
。
孫
君
沢
以
降
の
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。
③
「
楼
閣
山
水
図
」
（
常
盤
山
文
庫
蔵
、
挿
図
12
）
本
図
は
広
島
藩
浅
野
家
伝
来
の
作
品
で
あ
る
。
狩
野
栄
信
の
箱
書
に
は
「
屋
台
　孫
君
沢
筆
」
、
狩
野
常
信
の
極
札
に
は
「
山
水
屋
台
　君
沢
筆
」
と
あ
る
。
紅
葉
か
ら
本
図
は
秋
景
を
表
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
近
景
の
水
辺
に
は
岩
や
樹
木
が
あ
り
、
荷
物
を
背
負
っ
て
い
る
旅
人
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
中
景
に
は
楼
閣
を
界
画
の
手
法
で
大
き
く
描
き
、
そ
の
中
に
数
多
く
の
人
物
を
描
い
て
い
る
。
右
寄
せ
の
構
図
を
採
る
が
、
画
中
人
物
た
ち
の
視
線
か
ら
、
画
面
右
方
に
何
か
が
描
か
れ
て
い
た
の
を
切
り
詰
め
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
33
。
本
図
の
画
面
構
成
は
孫
君
沢
作
品
と
か
な
り
異
な
り
、
前
景
の
人
物
や
中
景
の
楼
閣
の
描
写
な
ど
は
、
む
し
ろ
明
の
宮
廷
画
家
安
正
文
筆
「
黄
鶴
楼
図
」
（
上
海
博
物
館
蔵
、
挿
図
13
）
と
共
通
し
て
い
る
。
孫
君
沢
筆
と
し
て
伝
来
し
た
が
、
真
筆
で
あ
る
と
は
に
わ
か
に
言
い
難
く
、
お
そ
ら
く
明
代
以
降
の
作
品
で
あ
ろ
う
。
栄
信
が
本
図
を
「
屋
台
　孫
君
沢
筆
」
と
鑑
定
し
た
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
に
は
、
「
楼
閣
山
水
図
」
イ
コ
ー
ル
孫
君
沢
と
即
断
す
る
傾
向
が
あ
り
、
孫
君
沢
に
対
す
る
認
識
が
固
定
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
認
識
は
、
室
町
時
代
か
ら
徐
々
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
十
五
世
紀
末
頃
の
『
君
台
観
左
右
帳
記
』
の
時
点
で
「
山
水
人
物
、
楼
閣
」
を
得
意
と
し
た
孫
君
沢
の
画
名
は
確
立
し
て
い
た
。
十
六
世
紀
以
降
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
拡
大
し
、
「
楼
閣
山
水
図
」
イ
コ
ー
ル
孫
君
沢
と
い
う
傾
向
が
定
着
し
た
。
特
に
『
等
伯
画
説
』
の
記
述
に
合
致
す
る
よ
う
に
鑑
定
を
行
い
、
ま
さ
に
日
本
に
お
け
る
「
孫
君
沢
」
イ
メ
ー
ジ
に
ぴ
っ
た
り
の
作
品
109
室
町
時
代
に
お
け
る
孫
君
沢
に
対
す
る
認
識
と
受
容
　
孫
　文
祺
（9）
と
し
て
、
箱
や
鑑
定
書
ま
で
備
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
孫
君
沢
に
対
す
る
認
識
も
日
本
の
知
識
体
系
に
沿
っ
て
変
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
楼
閣
山
水
の
図
様
は
君
沢
様
と
し
て
受
容
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
図
の
ほ
か
に
も
、
伝
孫
君
沢
筆
「
高
士
観
眺
図
」
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
、
伝
孫
君
沢
筆
「
楼
閣
山
水
図
」
双
幅
（
根
津
美
術
館
所
蔵
）
な
ど
が
あ
る
。
（
三
）
君
沢
様
の
特
徴
日
記
史
料
と
現
存
作
品
か
ら
、
室
町
時
代
に
継
承
さ
れ
た
君
沢
様
の
一
部
は
、
静
嘉
堂
本
「
楼
閣
山
水
図
」
、
東
博
本
「
雪
景
山
水
図
」
、
ギ
メ
本
「
山
水
図
」
の
図
様
に
当
て
は
ま
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
で
は
、
な
ぜ
孫
君
沢
作
品
は
南
宋
院
体
画
と
同
じ
よ
う
に
絵
手
本
と
し
て
珍
重
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
を
明
白
に
す
る
た
め
に
、
孫
君
沢
遺
品
の
特
徴
を
分
析
し
、
君
沢
様
と
南
宋
院
体
画
の
相
違
を
検
討
す
る
。
孫
君
沢
の
現
存
遺
品
は
共
通
し
て
、
対
角
線
の
一
方
に
モ
チ
ー
フ
を
片
寄
せ
て
描
く
構
図
法
を
と
り
、
個
々
の
モ
チ
ー
フ
は
強
く
明
確
な
輪
郭
線
を
持
っ
て
い
る
。
前
景
の
岩
と
樹
木
、
楼
閣
と
人
物
、
遠
景
の
山
な
ど
、
基
本
な
モ
チ
ー
フ
は
共
通
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
勁
健
な
筆
致
、
精
確
な
楼
閣
の
描
写
、
斧
劈
皺
の
技
法
な
ど
も
完
全
な
一
致
を
示
し
て
い
る
。
画
面
構
成
の
特
徴
は
、
近
景
に
岩
や
崖
に
根
を
張
る
松
や
柳
を
配
し
、
続
い
て
竹
林
や
梅
樹
を
伴
う
楼
閣
を
描
き
、
そ
の
背
後
に
は
高
い
岩
山
を
聳
え
さ
せ
て
い
る
。
精
密
に
描
か
れ
た
楼
閣
に
人
物
が
描
か
れ
、
視
線
の
方
向
に
は
水
景
な
ど
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
る
。
各
モ
チ
ー
フ
の
特
徴
を
見
て
ゆ
こ
う
。
孫
君
沢
作
品
の
山
や
岩
の
か
た
ち
や
描
き
方
は
間
違
い
な
く
馬
遠
を
学
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
強
く
明
確
な
輪
郭
線
を
持
ち
、
馬
遠
に
代
表
さ
れ
る
大
斧
劈
皺
（
挿
図
14
）
が
強
調
さ
れ
、
そ
れ
と
呼
応
し
て
輪
郭
も
短
め
の
直
線
を
繋
げ
て
屈
曲
し
て
い
く
よ
う
に
表
さ
れ
て
い
る
。
植
物
の
描
写
で
は
、
孫
君
沢
は
馬
遠
や
夏
珪
の
画
法
を
折
衷
的
に
整
理
し
て
い
る
。
近
景
の
松
と
竹
は
馬
遠
、
遠
景
の
松
は
夏
珪
を
摂
取
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
人
物
の
表
現
は
南
宋
院
体
画
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
特
に
馬
遠
筆
「
西
園
雅
集
図
巻
」（
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ス
美
術
館
蔵
）
の
よ
う
な
作
品
か
ら
の
影
響
が
大
き
い
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
楼
閣
は
図
式
化
し
、
ほ
ぼ
全
部
同
じ
か
た
ち
を
し
て
い
る
。
瓦
葺
き
の
入
母
屋
造
や
宝
形
造
の
屋
根
は
特
徴
的
で
あ
り
、
馬
麟
筆
「
長
松
山
水
図
」
（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
）
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
に
は
、
南
宋
院
体
画
と
共
通
す
る
部
分
も
あ
る
が
、
孫
君
沢
の
独
自
の
特
徴
も
見
ら
れ
る
。
画
面
構
成
は
院
体
画
よ
り
パ
タ
ー
ン
化
し
、
近
・
中
・
遠
景
の
モ
チ
ー
フ
も
ほ
ぼ
同
じ
形
式
に
整
え
ら
れ
て
い
る
。
南
宋
院
体
画
は
し
ば
し
ば
主
要
モ
チ
ー
フ
を
近
景
に
置
き
、
ほ
か
の
部
分
は
空
白
に
し
て
い
る
。
一
方
、
孫
君
沢
は
近
景
に
は
南
宋
院
体
画
風
に
主
要
モ
チ
ー
フ
を
よ
り
大
き
く
描
き
、
中
景
を
空
白
に
し
、
遠
景
に
山
を
描
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
は
南
宋
院
体
画
よ
り
遠
近
感
を
強
調
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
島
純
司
氏
は
、
「
南
宋
院
体
画
の
楼
閣
は
自
然
の
一
部
分
で
あ
る
」
の
に
対
し
、
「
君
沢
画
で
は
楼
閣
が
大
き
く
は
り
出
し
、
構
成
の
主
と
な
っ
て
、
逆
に
樹
木
は
剪
定
さ
れ
、
岩
石
は
磨
か
れ
、
宋
画
に
お
け
る
幽
暗
さ
を
失
っ
て
、
白
明
の
も
と
に
つ
れ
出
さ
れ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
34
。
さ
ら
に
、
孫
君
沢
の
作
品
は
南
宋
院
体
画
よ
り
線
の
表
現
が
強
く
、
岩
山
や
樹
木
の
形
態
に
は
幾
何
学
的
な
志
向
が
認
め
ら
れ
、
形
式
的
な
整
合
感
が
増
強
108
室
町
時
代
に
お
け
る
孫
君
沢
に
対
す
る
認
識
と
受
容
　
孫
　文
祺
（11）
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
南
宋
院
体
画
を
継
承
し
た
作
品
も
、
応
永
年
間
の
詩
画
軸
の
流
行
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
。
楼
閣
山
水
を
得
意
と
し
た
孫
君
沢
の
作
品
が
こ
の
頃
か
ら
多
く
伝
来
し
た
の
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ス
タ
ン
リ
ー
＝
ベ
イ
カ
ー
氏
は
、「
こ
う
し
た
孫
君
沢
様
式
の
楼
閣
山
水
図
が
、
好
ん
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
恐
ら
く
受
容
者
の
変
化
に
伴
っ
て
の
こ
と
考
え
ら
れ
る
。
禅
僧
の
隠
棲
の
精
神
を
具
現
す
る
書
斎
軸
と
し
て
の
詩
画
軸
が
、
武
士
の
理
想
と
す
る
も
の
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
時
、
楼
閣
が
画
面
に
多
く
挿
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
38
。
前
文
に
述
べ
た
よ
う
に
、
直
接
に
君
沢
様
の
図
様
を
転
用
し
た
作
品
に
は
藤
田
家
旧
蔵
の
伝
周
文
筆
「
山
水
図
」
対
幅
、
松
岡
本
「
竹
林
閑
居
図
」
、
賢
江
祥
啓
筆
「
巣
雪
斎
図
」
な
ど
の
書
斎
図
が
あ
り
、
書
斎
図
の
流
行
と
も
に
孫
君
沢
の
楼
閣
山
水
図
も
よ
く
受
容
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
以
外
の
作
品
に
も
孫
君
沢
の
影
響
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
①
「
山
荘
図
」
（
正
木
美
術
館
蔵
、
挿
図
16
）
謙
巌
原
冲
ほ
か
八
人
の
禅
僧
の
賛
が
あ
る
書
斎
図
で
あ
る
。
賛
者
の
活
動
年
代
か
ら
、
制
作
年
代
は
応
永
二
十
年
（
一
四
一
三
）
前
後
で
あ
る
こ
と
に
な
る
39
。
柔
ら
か
な
筆
致
で
描
か
れ
た
画
面
は
、
水
辺
の
岩
陰
に
山
荘
を
配
し
、
岩
上
に
垂
直
に
双
松
を
配
置
し
て
い
る
。
中
景
に
は
水
流
を
描
き
、
後
ろ
の
遠
景
に
は
数
峰
の
山
々
が
聳
え
て
い
る
。
静
か
な
書
斎
の
風
景
で
あ
る
。
太
田
孝
彦
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
山
荘
図
」
は
李
郭
派
様
式
を
受
継
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
を
、
前
景
と
高
遠
の
遠
景
の
間
に
設
定
さ
れ
た
中
景
の
あ
り
方
に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
40
。
し
か
し
、
こ
の
中
景
の
水
流
は
ギ
メ
美
術
館
「
山
水
図
」
に
も
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
し
て
、
「
山
荘
図
」
の
構
図
、
モ
チ
ー
フ
の
構
成
な
ど
は
静
嘉
堂
本
「
楼
閣
山
水
図
」
の
夏
幅
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
入
母
屋
造
の
山
荘
の
図
様
も
君
沢
様
と
共
通
し
て
い
る
。
前
文
に
述
べ
た
と
お
り
、
同
じ
応
永
二
十
年
頃
に
制
作
さ
れ
た
「
瓢
鮎
図
」
も
ギ
メ
本
「
山
水
図
」
の
図
様
を
借
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
応
永
年
間
は
す
で
に
君
沢
様
が
受
容
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
②
拙
宗
等
揚
筆
「
山
水
図
」
（
根
津
美
術
館
蔵
、
挿
図
17
）
拙
宗
等
揚
と
は
、
室
町
時
代
に
活
躍
し
た
水
墨
画
家
雪
舟
等
楊
が
四
十
八
歳
で
中
国
へ
渡
る
直
前
ま
で
使
用
し
て
い
た
名
乗
り
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
本
図
は
、
近
景
の
主
要
な
モ
チ
ー
フ
を
右
下
に
、
遠
景
の
山
を
左
に
配
置
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
近
景
の
岩
の
右
背
後
に
は
ほ
ぼ
垂
直
に
松
が
の
び
、
そ
の
左
の
背
後
に
は
入
母
屋
造
の
楼
閣
が
あ
る
。
楼
閣
の
中
に
は
遠
景
の
山
の
方
向
を
の
ぞ
む
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
画
面
構
成
や
土
坡
と
船
の
図
様
は
伝
夏
珪
筆
「
山
水
図
」
（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵
）
と
共
通
し
て
い
る
が
、
岩
、
松
、
楼
閣
、
人
物
の
組
み
合
わ
せ
は
や
は
り
君
沢
様
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
入
母
屋
造
の
楼
閣
は
夏
珪
様
の
建
物
で
は
な
く
、
静
嘉
堂
本
「
楼
閣
山
水
図
」
と
ほ
ぼ
同
じ
か
た
ち
を
し
て
い
る
。
遠
く
の
山
に
か
る
雲
や
松
に
も
孫
君
沢
筆
「
劉
阮
天
台
図
」
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
③
「
聴
松
軒
図
」
（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵
、
挿
図
18
）
本
図
は
惟
肖
得
厳
（
永
享
五
年
〈
一
四
三
〉
題
）、
竺
雲
等
連
（
長
禄
二
年
〈
一
四
五
八
〉
題
）
な
ど
五
僧
の
題
詩
が
あ
る
典
型
的
な
書
斎
図
で
あ
る
。
そ
の
題
詩
に
は
切
貼
り
の
痕
が
み
え
、
題
詩
よ
り
制
作
年
代
が
下
が
る
可
能
性
が
あ
る
41
。
（10）
さ
れ
て
い
る
。
夏
珪
の
柔
軟
な
筆
致
と
滋
潤
な
墨
気
の
表
現
（
挿
図
15
）
に
対
し
、
孫
君
沢
は
馬
遠
の
勁
健
な
筆
致
を
継
承
し
、
画
面
構
成
を
整
然
と
処
理
し
て
い
る
。
特
に
界
画
に
よ
る
瓦
葺
き
の
入
母
屋
造
や
宝
形
造
の
楼
閣
は
夏
珪
な
ど
の
茅
屋
と
対
比
的
で
あ
る
。
楼
閣
の
か
た
ち
、
懸
魚
の
模
様
や
棟
の
飾
り
な
ど
の
図
様
は
定
型
化
し
、
南
宋
画
よ
り
簡
潔
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
君
沢
様
と
夏
珪
様
、
馬
遠
様
な
ど
ほ
か
の
筆
様
と
の
最
大
の
相
違
点
は
「
楼
閣
山
水
」
の
画
題
で
あ
ろ
う
。
『
室
町
殿
行
幸
御
飾
記
』
や
『
御
座
敷
御
か
ざ
り
の
事
』
に
は
、「
梁
楷
様
耕
作
」
、「
馬
遠
様
山
水
人
形
」
、「
牧
谿
様
人
形
」
、「
玉
澗
様
山
水
」
、
「
馬
遠
様
花
鳥
」
、
「
夏
珪
様
山
水
」
な
ど
の
記
述
が
あ
る
35
。
こ
の
記
述
は
筆
様
の
選
択
に
お
け
る
画
題
の
重
要
性
を
示
し
て
い
る
。
『
御
物
御
画
目
録
』
の
記
録
を
見
る
と
、
足
利
将
軍
家
の
中
国
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
リ
ス
ト
の
馬
遠
画
は
全
七
点
（
十
七
幅
）
の
う
ち
五
点
（
十
一
幅
）
が
道
釋
画
（
人
形
）
で
あ
り
、
山
水
と
花
鳥
画
は
わ
ず
か
二
点
（
六
幅
）
し
か
な
い
。
夏
珪
画
は
八
景
一
点
（
八
幅
）
、
山
水
二
点
（
三
幅
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
、
室
町
時
代
将
軍
家
の
中
国
絵
画
の
蒐
集
の
傾
向
が
分
か
る
と
も
に
、
馬
遠
画
は
主
に
道
釋
画
（
人
形
）
、
夏
珪
画
は
主
に
山
水
画
が
伝
来
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
、
楼
閣
を
持
つ
山
水
図
を
描
く
時
に
は
、
君
沢
様
が
選
ば
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
以
上
の
考
察
か
ら
、
孫
君
沢
は
南
宋
院
体
画
を
継
承
し
な
が
ら
、
画
面
構
成
と
モ
チ
ー
フ
の
図
様
を
よ
り
形
式
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
室
町
時
代
に
お
い
て
、
孫
君
沢
作
品
が
南
宋
院
体
画
と
同
じ
絵
手
本
と
し
て
珍
重
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、
次
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
つ
目
は
、
孫
君
沢
が
南
宋
院
体
画
の
継
承
者
と
し
て
認
識
さ
れ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
次
に
、
楼
閣
山
水
を
得
意
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
そ
の
画
面
構
成
の
明
快
さ
と
分
か
り
や
す
さ
で
あ
る
。
三
、
室
町
時
代
に
お
け
る
孫
君
沢
の
受
容
（
一
）
書
斎
図
の
流
行
と
孫
君
沢
の
受
容
冒
頭
で
触
れ
た
と
お
り
、
『
日
録
』
延
徳
三
年
六
月
三
日
・
十
四
日
条
に
は
、
孫
君
沢
の
四
幅
対
を
画
本
に
し
た
筆
様
制
作
の
記
録
が
あ
り
、
現
存
作
品
に
も
孫
君
沢
画
か
ら
の
影
響
が
う
か
が
わ
れ
る
。
室
町
時
代
に
数
多
く
作
ら
れ
た
水
墨
山
水
画
に
は
、
山
水
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
書
斎
で
過
ご
す
、
文
人
の
理
想
の
境
地
を
題
材
に
し
た
作
品
が
多
い
。
そ
れ
ら
は
「
書
斎
図
」
と
呼
ば
れ
、
禅
僧
の
間
で
大
流
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
書
斎
図
の
発
生
と
流
行
の
原
因
と
し
て
は
、
中
国
の
詩
文
や
文
人
へ
の
憧
れ
と
同
時
に
、
元
時
代
の
文
人
が
、
自
己
や
知
人
の
書
斎
や
庵
を
表
し
た
「
書
斎
山
水
」
を
数
多
く
描
い
て
い
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
36
。
先
行
研
究
で
は
、
こ
の
よ
う
な
書
斎
図
は
主
に
元
の
文
人
画
の
影
響
に
よ
っ
て
発
生
し
、
夏
珪
・
閻
次
于
な
ど
の
南
宋
画
院
画
家
の
作
品
を
吸
収
し
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
37
。
日
本
の
書
斎
図
は
構
図
、
図
様
、
技
法
な
ど
に
お
い
て
、
南
宋
の
院
体
画
の
み
な
ら
ず
、
元
代
の
院
体
風
の
絵
画
と
も
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
中
で
は
、
元
の
職
業
画
家
で
あ
る
孫
君
沢
の
影
響
も
見
逃
せ
な
い
。
ギ
メ
本
「
山
水
図
」
の
伝
来
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
元
時
代
の
杭
州
周
辺
の
職
業
画
家
に
よ
る
作
品
は
、
禅
林
の
高
僧
が
題
賛
し
、
日
本
に
伝
え
た
こ
と
が
少
な
く
107
室
町
時
代
に
お
け
る
孫
君
沢
に
対
す
る
認
識
と
受
容
　
孫
　文
祺
（11）
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
南
宋
院
体
画
を
継
承
し
た
作
品
も
、
応
永
年
間
の
詩
画
軸
の
流
行
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
。
楼
閣
山
水
を
得
意
と
し
た
孫
君
沢
の
作
品
が
こ
の
頃
か
ら
多
く
伝
来
し
た
の
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ス
タ
ン
リ
ー
＝
ベ
イ
カ
ー
氏
は
、「
こ
う
し
た
孫
君
沢
様
式
の
楼
閣
山
水
図
が
、
好
ん
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
恐
ら
く
受
容
者
の
変
化
に
伴
っ
て
の
こ
と
考
え
ら
れ
る
。
禅
僧
の
隠
棲
の
精
神
を
具
現
す
る
書
斎
軸
と
し
て
の
詩
画
軸
が
、
武
士
の
理
想
と
す
る
も
の
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
時
、
楼
閣
が
画
面
に
多
く
挿
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
38
。
前
文
に
述
べ
た
よ
う
に
、
直
接
に
君
沢
様
の
図
様
を
転
用
し
た
作
品
に
は
藤
田
家
旧
蔵
の
伝
周
文
筆
「
山
水
図
」
対
幅
、
松
岡
本
「
竹
林
閑
居
図
」
、
賢
江
祥
啓
筆
「
巣
雪
斎
図
」
な
ど
の
書
斎
図
が
あ
り
、
書
斎
図
の
流
行
と
も
に
孫
君
沢
の
楼
閣
山
水
図
も
よ
く
受
容
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
以
外
の
作
品
に
も
孫
君
沢
の
影
響
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
①
「
山
荘
図
」
（
正
木
美
術
館
蔵
、
挿
図
16
）
謙
巌
原
冲
ほ
か
八
人
の
禅
僧
の
賛
が
あ
る
書
斎
図
で
あ
る
。
賛
者
の
活
動
年
代
か
ら
、
制
作
年
代
は
応
永
二
十
年
（
一
四
一
三
）
前
後
で
あ
る
こ
と
に
な
る
39
。
柔
ら
か
な
筆
致
で
描
か
れ
た
画
面
は
、
水
辺
の
岩
陰
に
山
荘
を
配
し
、
岩
上
に
垂
直
に
双
松
を
配
置
し
て
い
る
。
中
景
に
は
水
流
を
描
き
、
後
ろ
の
遠
景
に
は
数
峰
の
山
々
が
聳
え
て
い
る
。
静
か
な
書
斎
の
風
景
で
あ
る
。
太
田
孝
彦
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
山
荘
図
」
は
李
郭
派
様
式
を
受
継
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
を
、
前
景
と
高
遠
の
遠
景
の
間
に
設
定
さ
れ
た
中
景
の
あ
り
方
に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
40
。
し
か
し
、
こ
の
中
景
の
水
流
は
ギ
メ
美
術
館
「
山
水
図
」
に
も
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
し
て
、
「
山
荘
図
」
の
構
図
、
モ
チ
ー
フ
の
構
成
な
ど
は
静
嘉
堂
本
「
楼
閣
山
水
図
」
の
夏
幅
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
入
母
屋
造
の
山
荘
の
図
様
も
君
沢
様
と
共
通
し
て
い
る
。
前
文
に
述
べ
た
と
お
り
、
同
じ
応
永
二
十
年
頃
に
制
作
さ
れ
た
「
瓢
鮎
図
」
も
ギ
メ
本
「
山
水
図
」
の
図
様
を
借
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
応
永
年
間
は
す
で
に
君
沢
様
が
受
容
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
②
拙
宗
等
揚
筆
「
山
水
図
」
（
根
津
美
術
館
蔵
、
挿
図
17
）
拙
宗
等
揚
と
は
、
室
町
時
代
に
活
躍
し
た
水
墨
画
家
雪
舟
等
楊
が
四
十
八
歳
で
中
国
へ
渡
る
直
前
ま
で
使
用
し
て
い
た
名
乗
り
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
本
図
は
、
近
景
の
主
要
な
モ
チ
ー
フ
を
右
下
に
、
遠
景
の
山
を
左
に
配
置
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
近
景
の
岩
の
右
背
後
に
は
ほ
ぼ
垂
直
に
松
が
の
び
、
そ
の
左
の
背
後
に
は
入
母
屋
造
の
楼
閣
が
あ
る
。
楼
閣
の
中
に
は
遠
景
の
山
の
方
向
を
の
ぞ
む
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
画
面
構
成
や
土
坡
と
船
の
図
様
は
伝
夏
珪
筆
「
山
水
図
」
（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵
）
と
共
通
し
て
い
る
が
、
岩
、
松
、
楼
閣
、
人
物
の
組
み
合
わ
せ
は
や
は
り
君
沢
様
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
入
母
屋
造
の
楼
閣
は
夏
珪
様
の
建
物
で
は
な
く
、
静
嘉
堂
本
「
楼
閣
山
水
図
」
と
ほ
ぼ
同
じ
か
た
ち
を
し
て
い
る
。
遠
く
の
山
に
か
る
雲
や
松
に
も
孫
君
沢
筆
「
劉
阮
天
台
図
」
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
③
「
聴
松
軒
図
」
（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵
、
挿
図
18
）
本
図
は
惟
肖
得
厳
（
永
享
五
年
〈
一
四
三
〉
題
）、
竺
雲
等
連
（
長
禄
二
年
〈
一
四
五
八
〉
題
）
な
ど
五
僧
の
題
詩
が
あ
る
典
型
的
な
書
斎
図
で
あ
る
。
そ
の
題
詩
に
は
切
貼
り
の
痕
が
み
え
、
題
詩
よ
り
制
作
年
代
が
下
が
る
可
能
性
が
あ
る
41
。
106
（12）
本
図
の
制
作
に
つ
い
て
、
大
西
廣
氏
は
本
図
が
何
ら
か
の
形
で
元
代
李
郭
派
の
流
れ
を
引
く
「
聴
松
図
」
（
あ
る
い
は
「
松
陰
書
屋
図
」
）
を
モ
デ
ル
に
作
ら
れ
た
と
推
定
し
て
い
る
42
。
そ
れ
に
対
し
、
横
田
忠
司
氏
は
「
元
時
代
の
書
斎
山
水
が
地
方
化
し
て
い
わ
ゆ
る
前
浙
派
風
に
変
容
し
た
祖
本
に
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
、
ま
た
朝
鮮
画
の
影
響
も
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
と
指
摘
し
て
い
る
43
。
し
か
し
、
筆
者
は
本
図
が
静
嘉
堂
本
「
楼
閣
山
水
図
」
に
関
係
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
本
図
の
画
面
構
成
は
、
近
景
に
大
き
な
岩
・
水
流
・
橋
・
道
・
崖
を
配
し
、
崖
か
ら
張
り
出
た
松
二
本
を
濃
淡
で
大
き
く
描
い
て
い
る
。
松
の
背
後
に
竹
林
を
伴
う
宝
形
造
の
楼
閣
を
描
き
、
遠
景
に
は
数
峰
の
山
々
が
画
面
中
央
に
聳
え
て
い
る
。
こ
の
構
成
は
静
嘉
堂
本
「
楼
閣
山
水
図
」
の
夏
幅
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
岩
・
水
流
・
道
・
崖
・
濃
淡
二
本
の
松
・
宝
形
造
の
楼
閣
な
ど
の
図
様
も
静
嘉
堂
本
「
楼
閣
山
水
図
」
と
共
通
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
勁
健
な
筆
致
、
明
確
な
輪
郭
線
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
孫
君
沢
作
品
に
由
来
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
図
は
静
嘉
堂
本
「
楼
閣
山
水
図
」
な
ど
の
君
沢
様
の
受
容
を
示
す
書
斎
図
で
あ
る
。
④
狩
野
正
信
筆
「
瀧
山
水
図
」
（
長
林
寺
蔵
、
挿
図
19
）
画
面
左
端
近
く
に
垂
直
に
落
ち
る
瀑
布
を
描
き
、
右
下
の
巨
岩
に
根
を
張
る
一
本
の
松
を
配
し
、
続
い
て
滝
を
の
ぞ
む
入
母
屋
造
の
亭
を
表
し
て
い
る
。
画
面
下
方
に
は
、
一
人
の
高
士
と
袋
を
担
い
で
従
う
童
子
が
亭
へ
と
向
か
っ
て
い
る
。
滝
の
背
後
に
は
高
い
岩
山
を
聳
え
さ
せ
て
い
る
。
画
面
右
下
の
岩
あ
た
り
に
「
正
信
」
の
白
文
壺
印
が
捺
さ
れ
、
画
面
上
部
に
は
横
川
景
三
に
よ
る
賛
文
が
あ
る
。
本
図
は
、
雪
舟
筆
「
四
季
山
水
図
」
（
石
橋
美
術
館
別
館
蔵
）
、
孫
君
沢
筆
「
楼
閣
山
水
図
」
（
静
嘉
堂
本
）
、
芸
阿
弥
筆
「
観
瀑
図
」
（
根
津
美
術
館
蔵
）
と
い
う
三
つ
の
作
品
の
モ
チ
ー
フ
が
融
合
さ
せ
ら
れ
て
完
成
し
た
作
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
44
。
し
か
し
、
「
瀧
山
水
図
」
の
モ
チ
ー
フ
は
す
べ
て
孫
君
沢
作
品
に
由
来
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
近
景
に
水
流
と
道
、
岩
に
根
を
張
る
松
を
配
し
、
続
い
て
竹
林
や
梅
樹
を
伴
う
楼
閣
を
描
き
、
松
の
背
後
に
滝
と
遠
山
を
表
す
構
成
は
静
嘉
堂
本
「
楼
閣
山
水
図
」
の
夏
幅
と
共
通
し
て
い
る
。
雲
と
遠
方
の
松
の
描
写
は
孫
君
沢
筆
「
劉
阮
天
台
図
」
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
静
嘉
堂
本
「
楼
閣
山
水
図
」
の
巨
岩
の
図
様
を
変
形
さ
せ
、
松
を
左
右
反
転
し
て
転
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
正
信
は
君
沢
様
を
ア
レ
ン
ジ
し
な
が
ら
受
容
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
同
じ
静
嘉
堂
本
「
楼
閣
山
水
図
」
の
夏
幅
の
図
様
を
取
り
入
れ
て
い
た
「
瀧
山
水
図
」
と
「
聴
松
軒
図
」
は
共
通
す
る
構
成
と
図
様
を
持
っ
て
い
る
。
同
じ
系
譜
の
作
品
に
、
前
嶋
宗
祐
筆
「
高
士
観
瀑
図
」
（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵
）
な
ど
が
あ
る
。
以
上
の
作
品
で
は
、
構
成
と
図
様
が
「
型
」
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
。
近
景
に
岩
山
と
松
や
竹
林
を
比
較
的
大
き
く
描
き
、
そ
の
傍
ら
に
書
斎
を
置
き
、
水
を
隔
て
背
景
に
大
き
な
山
が
聳
え
る
な
ど
の
点
は
、
先
学
が
伝
周
文
作
の
詩
画
軸
の
特
徴
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
45
。
同
時
に
こ
の
よ
う
な
図
様
構
成
は
、
君
沢
様
の
特
徴
と
も
一
致
し
て
い
る
。
孫
君
沢
の
楼
閣
山
水
図
は
書
斎
図
の
流
行
と
も
に
受
容
さ
れ
、
室
町
時
代
の
日
本
の
水
墨
山
水
図
、
な
か
で
も
書
斎
を
描
く
、
い
わ
ゆ
る
周
文
様
式
の
書
斎
図
の
成
立
と
流
行
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
（
二
）
大
画
面
作
品
に
お
け
る
孫
君
沢
の
受
容
『
日
録
』
か
ら
孫
君
沢
四
幅
対
が
障
子
絵
製
作
の
絵
手
本
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
筆
者
は
孫
君
沢
四
幅
対
が
室
町
時
代
の
四
季
山
室
町
時
代
に
お
け
る
孫
君
沢
に
対
す
る
認
識
と
受
容
　
孫
　文
祺
（13）
水
図
の
系
譜
と
大
い
に
関
係
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
周
文
系
「
四
季
山
水
図
屏
風
」
と
君
沢
様
の
関
係
は
す
で
に
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
46
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
屏
風
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
作
品
を
参
照
し
制
作
さ
れ
た
の
か
を
、
具
体
的
な
比
較
に
よ
っ
て
論
じ
る
研
究
は
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
お
け
る
君
沢
様
の
受
容
を
考
察
し
て
お
き
た
い
。
①
伝
周
文
筆
「
四
季
山
水
図
屏
風
」
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
挿
図
20
）
周
文
筆
の
伝
承
を
持
つ
屏
風
は
約
十
双
ほ
ど
世
に
知
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
様
式
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
と
て
も
一
人
の
画
家
の
営
み
に
収
斂
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
屏
風
は
、
十
五
世
紀
中
葉
の
制
作
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
、
画
面
構
成
に
つ
い
て
「
四
季
山
水
図
屏
風
の
典
型
的
構
図
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
47
。
松
下
隆
章
氏
は
、
「
こ
の
図
の
構
成
に
お
い
て
依
拠
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
は
、
孫
君
沢
様
の
楼
閣
山
水
図
に
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
48
。
右
隻
第
二
扇
に
描
か
れ
た
水
流
と
橋
、
そ
の
左
に
隣
接
す
る
洞
窟
と
中
で
向
き
合
う
二
人
は
、
夏
珪
の
「
山
水
十
二
景
図
巻
」（
ネ
ル
ソ
ン
美
術
館
蔵
）
に
基
づ
く
「
霊
巌
対
奕
」
と
呼
ば
れ
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
一
方
、
前
景
右
端
の
巨
岩
か
ら
湾
曲
し
た
松
が
枝
を
伸
ば
し
、
そ
の
松
の
奥
に
楼
閣
が
配
さ
れ
る
こ
と
や
、
楼
閣
に
は
湖
を
見
つ
め
る
文
人
の
姿
が
あ
り
、
水
上
に
張
り
出
し
た
宝
形
造
の
楼
閣
が
あ
る
こ
と
な
ど
は
、
静
嘉
堂
文
庫
本
「
楼
閣
山
水
図
」
と
共
通
す
る
。
こ
の
よ
う
な
画
面
構
成
は
、
夏
珪
様
の
山
水
図
巻
と
瀟
湘
八
景
な
ど
か
ら
細
部
を
借
り
て
、
君
沢
様
の
楼
閣
山
水
を
合
わ
せ
、
四
季
の
景
を
構
築
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
左
隻
の
左
端
（
挿
図
21
）
の
岩
陰
は
大
き
な
楼
閣
に
続
い
て
お
り
、
周
り
に
は
竹
と
太
湖
石
が
描
か
れ
て
い
る
。
手
前
に
大
き
い
岩
が
配
置
さ
れ
、
楼
閣
の
二
階
の
窓
か
ら
湖
に
向
か
っ
て
人
物
が
外
を
眺
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
モ
チ
ー
フ
選
択
と
配
置
は
、
孫
君
沢
の
楼
閣
山
水
図
と
の
間
に
図
様
上
の
系
脈
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
楼
閣
の
か
た
ち
と
描
き
方
は
南
宋
院
体
画
よ
り
、
孫
君
沢
の
楼
閣
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
本
作
品
で
は
、
舶
載
さ
れ
た
山
水
画
の
諸
図
様
を
組
み
合
わ
せ
て
大
画
面
が
構
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
②
伝
周
文
筆
「
四
季
山
水
図
屏
風
」
（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵
、
挿
図
3
）
周
文
筆
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
が
、
小
栗
宗
湛
、
も
し
く
は
宗
継
の
作
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
49
。
中
島
純
司
氏
は
、
「
静
嘉
堂
本
の
近
景
と
し
て
の
楼
閣
や
、
界
尺
を
用
い
た
楼
台
、
遠
景
よ
り
高
く
造
ら
れ
る
長
大
な
樹
木
の
結
合
な
ど
か
ら
、
孫
君
沢
様
式
に
則
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
50
。
ま
た
、
山
下
裕
二
氏
は
、
「
こ
の
屏
風
で
は
、
岩
、
樹
、
楼
閣
、
山
な
ど
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
、
整
然
と
し
た
空
間
の
中
に
重
ね
て
、
こ
の
時
代
と
し
て
は
稀
有
な
合
理
的
空
間
を
つ
く
り
だ
す
。
そ
ん
な
構
成
は
、
当
時
将
軍
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
孫
君
沢
の
山
水
画
を
参
考
に
し
た
も
の
だ
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
51
。
全
体
の
構
成
と
屈
曲
す
る
松
、
岩
陰
の
楼
閣
な
ど
の
配
置
と
図
様
（
挿
図
24
）
か
ら
、
本
図
は
静
嘉
堂
本
「
楼
閣
山
水
図
」
や
個
人
蔵
「
楼
閣
山
水
図
」
を
参
考
と
し
た
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
。
本
図
は
松
を
か
な
り
近
接
拡
大
し
つ
、
遠
景
の
モ
チ
ー
フ
を
小
さ
く
し
て
、
遠
近
感
を
巧
み
に
表
現
し
て
い
る
。
一
方
、
横
に
広
が
る
遠
景
の
表
現
や
筆
触
の
あ
ら
わ
な
皴
法
は
夏
珪
の
作
品
に
近
い
。
東
博
本
と
似
た
水
景
の
対
岸
の
水
際
の
形
態
な
ど
か
ら
、
制
作
年
代
は
や
下
が
る
が
周
文
系
の
屏
風
絵
の
画
面
構
成
を
継
承
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
東
博
本
「
四
季
山
水
図
屏
風
」
と
同
じ
く
夏
珪
様
と
君
沢
様
を
折
衷
し
た
作
品
だ
が
、
東
博
本
105
室
町
時
代
に
お
け
る
孫
君
沢
に
対
す
る
認
識
と
受
容
　
孫
　文
祺
（13）
水
図
の
系
譜
と
大
い
に
関
係
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
周
文
系
「
四
季
山
水
図
屏
風
」
と
君
沢
様
の
関
係
は
す
で
に
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
46
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
屏
風
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
作
品
を
参
照
し
制
作
さ
れ
た
の
か
を
、
具
体
的
な
比
較
に
よ
っ
て
論
じ
る
研
究
は
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
お
け
る
君
沢
様
の
受
容
を
考
察
し
て
お
き
た
い
。
①
伝
周
文
筆
「
四
季
山
水
図
屏
風
」
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
挿
図
20
）
周
文
筆
の
伝
承
を
持
つ
屏
風
は
約
十
双
ほ
ど
世
に
知
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
様
式
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
と
て
も
一
人
の
画
家
の
営
み
に
収
斂
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
屏
風
は
、
十
五
世
紀
中
葉
の
制
作
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
、
画
面
構
成
に
つ
い
て
「
四
季
山
水
図
屏
風
の
典
型
的
構
図
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
47
。
松
下
隆
章
氏
は
、
「
こ
の
図
の
構
成
に
お
い
て
依
拠
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
は
、
孫
君
沢
様
の
楼
閣
山
水
図
に
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
48
。
右
隻
第
二
扇
に
描
か
れ
た
水
流
と
橋
、
そ
の
左
に
隣
接
す
る
洞
窟
と
中
で
向
き
合
う
二
人
は
、
夏
珪
の
「
山
水
十
二
景
図
巻
」（
ネ
ル
ソ
ン
美
術
館
蔵
）
に
基
づ
く
「
霊
巌
対
奕
」
と
呼
ば
れ
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
一
方
、
前
景
右
端
の
巨
岩
か
ら
湾
曲
し
た
松
が
枝
を
伸
ば
し
、
そ
の
松
の
奥
に
楼
閣
が
配
さ
れ
る
こ
と
や
、
楼
閣
に
は
湖
を
見
つ
め
る
文
人
の
姿
が
あ
り
、
水
上
に
張
り
出
し
た
宝
形
造
の
楼
閣
が
あ
る
こ
と
な
ど
は
、
静
嘉
堂
文
庫
本
「
楼
閣
山
水
図
」
と
共
通
す
る
。
こ
の
よ
う
な
画
面
構
成
は
、
夏
珪
様
の
山
水
図
巻
と
瀟
湘
八
景
な
ど
か
ら
細
部
を
借
り
て
、
君
沢
様
の
楼
閣
山
水
を
合
わ
せ
、
四
季
の
景
を
構
築
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
左
隻
の
左
端
（
挿
図
21
）
の
岩
陰
は
大
き
な
楼
閣
に
続
い
て
お
り
、
周
り
に
は
竹
と
太
湖
石
が
描
か
れ
て
い
る
。
手
前
に
大
き
い
岩
が
配
置
さ
れ
、
楼
閣
の
二
階
の
窓
か
ら
湖
に
向
か
っ
て
人
物
が
外
を
眺
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
モ
チ
ー
フ
選
択
と
配
置
は
、
孫
君
沢
の
楼
閣
山
水
図
と
の
間
に
図
様
上
の
系
脈
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
楼
閣
の
か
た
ち
と
描
き
方
は
南
宋
院
体
画
よ
り
、
孫
君
沢
の
楼
閣
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
本
作
品
で
は
、
舶
載
さ
れ
た
山
水
画
の
諸
図
様
を
組
み
合
わ
せ
て
大
画
面
が
構
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
②
伝
周
文
筆
「
四
季
山
水
図
屏
風
」
（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵
、
挿
図
3
）
周
文
筆
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
が
、
小
栗
宗
湛
、
も
し
く
は
宗
継
の
作
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
49
。
中
島
純
司
氏
は
、
「
静
嘉
堂
本
の
近
景
と
し
て
の
楼
閣
や
、
界
尺
を
用
い
た
楼
台
、
遠
景
よ
り
高
く
造
ら
れ
る
長
大
な
樹
木
の
結
合
な
ど
か
ら
、
孫
君
沢
様
式
に
則
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
50
。
ま
た
、
山
下
裕
二
氏
は
、
「
こ
の
屏
風
で
は
、
岩
、
樹
、
楼
閣
、
山
な
ど
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
、
整
然
と
し
た
空
間
の
中
に
重
ね
て
、
こ
の
時
代
と
し
て
は
稀
有
な
合
理
的
空
間
を
つ
く
り
だ
す
。
そ
ん
な
構
成
は
、
当
時
将
軍
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
孫
君
沢
の
山
水
画
を
参
考
に
し
た
も
の
だ
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
51
。
全
体
の
構
成
と
屈
曲
す
る
松
、
岩
陰
の
楼
閣
な
ど
の
配
置
と
図
様
（
挿
図
24
）
か
ら
、
本
図
は
静
嘉
堂
本
「
楼
閣
山
水
図
」
や
個
人
蔵
「
楼
閣
山
水
図
」
を
参
考
と
し
た
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
。
本
図
は
松
を
か
な
り
近
接
拡
大
し
つ
、
遠
景
の
モ
チ
ー
フ
を
小
さ
く
し
て
、
遠
近
感
を
巧
み
に
表
現
し
て
い
る
。
一
方
、
横
に
広
が
る
遠
景
の
表
現
や
筆
触
の
あ
ら
わ
な
皴
法
は
夏
珪
の
作
品
に
近
い
。
東
博
本
と
似
た
水
景
の
対
岸
の
水
際
の
形
態
な
ど
か
ら
、
制
作
年
代
は
や
下
が
る
が
周
文
系
の
屏
風
絵
の
画
面
構
成
を
継
承
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
東
博
本
「
四
季
山
水
図
屏
風
」
と
同
じ
く
夏
珪
様
と
君
沢
様
を
折
衷
し
た
作
品
だ
が
、
東
博
本
104
室
町
時
代
に
お
け
る
孫
君
沢
に
対
す
る
認
識
と
受
容
　
孫
　文
祺
（15）
閣
山
水
図
」
の
図
様
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
伝
周
文
筆
作
品
以
外
に
、
岳
翁
蔵
丘
筆
「
瀟
湘
八
景
図
屏
風
」（
香
雪
美
術
館
蔵
）
は
能
阿
弥
撰
『
御
物
御
画
目
録
』
に
記
さ
れ
て
い
る
夏
珪
筆
の
瀟
湘
八
景
図
小
幅
を
粉
本
と
し
て
使
用
し
な
が
ら
、
孫
君
沢
の
楼
閣
山
水
図
の
影
響
も
受
け
て
い
る
55
。
伝
宗
継
筆
「
琴
棋
書
画
図
」
（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）
の
竹
林
に
囲
ま
れ
た
書
斎
や
右
の
分
岐
す
る
水
流
な
ど
の
図
様
は
ギ
メ
本
「
山
水
図
」
と
共
通
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
雪
舟
筆
「
四
季
山
水
図
」
の
う
ち
の
春
景
図
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
は
室
町
時
代
水
墨
画
に
お
け
る
最
も
本
格
的
な
、
君
沢
様
と
夏
珪
様
を
基
幹
に
し
た
山
水
画
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
56
。
以
上
、
室
町
時
代
の
四
季
山
水
図
は
共
通
す
る
構
成
と
図
様
が
あ
り
、
「
型
」
と
し
て
継
承
さ
れ
る
図
様
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
画
面
構
成
は
、
君
沢
様
の
楼
閣
山
水
を
基
幹
に
、
夏
珪
様
の
瀟
湘
八
景
な
ど
か
ら
細
部
を
借
り
て
、
四
季
を
構
築
し
た
も
の
で
、
四
季
山
水
図
屏
風
と
し
て
一
般
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
上
記
の
作
品
に
み
る
、
楼
閣
が
大
き
く
画
面
を
占
め
る
図
様
は
君
沢
様
に
由
来
す
る
可
能
性
が
高
い
と
推
測
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
孫
君
沢
の
楼
閣
山
水
図
は
室
町
時
代
の
大
画
面
作
品
の
「
画
本
」
と
な
り
、
周
文
系
の
四
季
山
水
図
の
成
立
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
室
町
時
代
の
四
季
山
水
を
画
題
と
し
た
障
屏
画
は
君
沢
様
に
基
づ
い
て
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
多
い
と
理
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
お
わ
り
に
本
稿
で
は
、
孫
君
沢
に
関
す
る
史
料
を
整
理
し
、
室
町
時
代
に
お
け
る
孫
君
沢
作
品
の
高
い
需
要
を
示
し
た
。
そ
の
結
果
、
孫
君
沢
は
南
宋
院
体
画
の
継
承
者
と
し
て
認
識
さ
れ
、
楼
閣
山
水
を
得
意
と
し
た
画
家
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
次
に
、
孫
君
沢
の
作
品
の
図
様
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
君
沢
様
は
定
型
化
し
た
図
様
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
近
景
に
岩
に
根
を
張
る
松
や
柳
を
配
し
、
続
い
て
竹
林
や
梅
樹
を
伴
う
楼
閣
を
大
き
く
描
き
、
中
景
を
空
白
に
し
、
そ
の
背
後
に
は
高
い
岩
山
を
聳
え
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
図
様
構
成
を
と
る
山
水
図
は
、
伝
統
的
に
孫
君
沢
筆
と
鑑
定
さ
れ
、
君
沢
様
と
し
て
受
容
さ
れ
た
こ
と
が
多
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
さ
ら
に
、
室
町
時
代
の
作
品
を
と
り
あ
げ
、
比
較
検
討
し
た
結
果
、
君
沢
様
の
図
様
は
「
型
」
と
な
り
、
多
数
の
伝
周
文
作
品
に
受
容
さ
れ
、
室
町
時
代
の
書
斎
図
と
山
水
障
屏
画
の
成
立
と
流
行
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
夏
珪
様
の
み
な
ら
ず
、
君
沢
様
も
規
範
性
を
持
つ
筆
様
と
な
り
、
周
文
派
、
小
栗
派
及
び
雪
舟
、
狩
野
派
、
そ
し
て
関
東
水
墨
画
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
注
：
1
　
 
竹
内
理
三
編
『
増
補
続
史
料
大
成
』
二
一
〜
二
五
、
『
蔭
凉
軒
日
録
』
一
〜
五
、
臨
川
書
店
、
一
九
七
八
年
。 
2
　
 
「
君
沢
様
」
と
は
、
模
範
と
な
っ
た
孫
君
沢
作
品
の
図
様
で
あ
る
。
「
〇
様
」
の
意
味
に
つ
い
て
拙
稿
「
如
拙
筆
「
瓢
鮎
図
」
再
評
価
―
序
に
見
え
る
「
新
（14）
が
夏
珪
様
を
主
に
借
用
す
る
の
に
対
し
て
、
本
図
は
君
沢
様
を
基
準
に
し
な
が
ら
、
夏
珪
様
の
図
様
も
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
③
伝
周
文
筆
「
四
季
山
水
図
屏
風
」
（
真
宗
大
谷
派
名
古
屋
別
院
蔵
、
挿
図
22
）
本
図
は
、
十
五
世
紀
末
か
ら
十
六
世
紀
初
頭
に
周
文
派
の
岳
翁
や
松
谿
に
よ
っ
て
工
房
制
作
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
52
。
向
か
っ
て
右
隻
に
春
・
夏
景
、
左
隻
に
秋
・
冬
景
が
表
さ
れ
て
い
る
。
左
右
対
称
を
意
識
し
た
構
成
で
、
右
隻
の
楼
閣
の
楼
台
で
は
三
人
の
文
人
が
湖
を
眺
め
、
左
隻
の
楼
閣
の
窓
か
ら
は
一
人
の
高
士
が
や
は
り
湖
の
方
向
を
見
て
い
る
。
右
隻
の
右
端
で
は
梅
と
岩
間
に
の
ぞ
く
道
を
、
童
子
を
連
れ
て
馬
に
乗
っ
た
高
士
が
、
左
隻
で
は
簑
笠
姿
の
人
物
が
、
そ
れ
ぞ
れ
湖
の
方
向
へ
と
進
み
、
右
隻
の
左
下
に
は
青
々
と
し
た
柳
と
白
鷺
が
、
左
隻
の
右
下
に
は
秋
枯
れ
た
茶
色
の
葉
の
柳
に
落
雁
が
描
か
れ
て
い
る
。
本
屏
風
一
双
を
左
右
に
並
べ
た
と
き
、
左
右
端
に
大
き
な
山
と
楼
閣
が
描
か
れ
、
一
双
を
つ
な
い
だ
中
央
に
豊
か
な
湖
水
が
広
が
る
画
面
構
成
は
、
室
町
時
代
に
成
立
し
た
水
墨
山
水
図
屏
風
の
定
型
で
あ
る
53
。
こ
の
よ
う
な
構
成
は
君
沢
様
の
対
幅
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
。
畑
靖
紀
氏
は
「
具
体
的
な
図
様
と
し
て
は
左
隻
の
遠
景
は
夏
珪
の
山
水
図
巻
の
一
場
面
を
、
右
隻
の
近
景
は
孫
君
沢
の
楼
閣
山
水
図
を
参
照
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
54
。
し
か
し
、
左
隻
の
柳
と
楼
閣
の
図
様
、
湖
の
方
向
を
見
て
い
る
高
士
の
姿
勢
と
服
装
（
挿
図
25
）
は
東
博
本
「
雪
景
山
水
図
」
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
右
隻
の
楼
閣
や
人
物
の
図
様
（
挿
図
25
）
は
静
嘉
堂
本
や
個
人
蔵
「
楼
閣
山
水
図
」
と
共
通
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
画
面
下
段
よ
り
伸
び
あ
が
る
右
側
の
松
樹
は
、
右
に
屈
曲
し
、
右
辺
の
樹
木
、
最
下
段
の
縁
ど
り
の
岩
と
呼
応
し
て
、
中
心
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
楼
閣
を
と
り
か
こ
む
。
こ
う
し
た
方
法
は
孫
君
沢
画
で
常
用
さ
れ
る
構
成
で
あ
る
。
以
上
の
点
よ
り
、
本
図
は
構
成
や
近
景
が
君
沢
様
、
遠
景
が
夏
珪
様
を
受
容
し
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
④
伝
周
文
筆
「
四
季
山
水
図
屏
風
」
（
ウ
ッ
ド
ワ
ン
美
術
館
蔵
、
挿
図
23
）
東
博
と
静
嘉
堂
の
「
四
季
山
水
図
屏
風
」
よ
り
画
面
の
整
理
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
名
古
屋
本
と
同
じ
十
五
世
紀
末
か
ら
十
六
世
紀
初
頭
の
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。
先
行
研
究
で
は
本
図
に
お
け
る
孫
君
沢
の
受
容
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
右
隻
の
右
端
の
近
景
に
は
崖
と
巨
岩
、
手
前
に
は
岩
か
ら
張
り
出
た
松
が
大
き
く
描
か
れ
る
。
松
の
枝
越
し
に
露
台
を
擁
す
る
楼
閣
が
見
ら
れ
、
緑
色
の
広
葉
樹
、
紅
梅
と
思
わ
れ
る
樹
木
が
こ
れ
を
囲
ん
で
い
る
。
中
景
に
広
い
水
景
が
ひ
ら
け
、
遠
景
に
は
針
葉
樹
林
が
広
が
り
、
数
峰
の
山
々
が
聳
え
て
い
る
。
左
端
の
近
景
に
は
、
柳
と
広
葉
樹
が
大
き
く
描
か
れ
る
。
後
ろ
の
水
景
に
張
り
出
し
た
岬
に
柳
が
数
株
の
ぞ
ま
れ
る
。
左
隻
の
左
端
の
近
景
に
は
や
は
り
巨
岩
に
根
を
張
る
一
本
の
松
を
配
し
、
背
後
に
竹
林
な
ど
を
伴
う
入
母
屋
造
や
宝
形
造
の
楼
閣
を
描
い
て
い
る
。
中
景
に
水
景
が
大
き
く
広
が
り
、
遠
景
に
冠
雪
し
た
山
と
楼
閣
が
見
え
る
。
右
隻
と
基
本
構
成
は
同
じ
で
あ
る
。
崖
、
岩
、
松
、
楼
閣
に
よ
る
楼
閣
山
水
の
図
様
構
成
（
挿
図
26
）
は
君
沢
様
に
由
来
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
右
隻
の
松
や
楼
閣
な
ど
の
モ
チ
ー
フ
は
静
嘉
堂
本
「
楼
閣
山
水
図
」
の
秋
幅
の
図
様
を
転
用
し
な
が
ら
、
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
て
い
る
。
同
じ
絵
手
本
を
用
い
た
静
嘉
堂
本
「
四
季
山
水
図
屏
風
」
と
も
図
様
上
の
共
通
性
が
あ
る
。
左
隻
の
近
景
部
分
は
静
嘉
堂
本
「
楼
閣
山
水
図
」
の
夏
幅
や
個
人
蔵
「
楼
103
室
町
時
代
に
お
け
る
孫
君
沢
に
対
す
る
認
識
と
受
容
　
孫
　文
祺
（15）
閣
山
水
図
」
の
図
様
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
伝
周
文
筆
作
品
以
外
に
、
岳
翁
蔵
丘
筆
「
瀟
湘
八
景
図
屏
風
」（
香
雪
美
術
館
蔵
）
は
能
阿
弥
撰
『
御
物
御
画
目
録
』
に
記
さ
れ
て
い
る
夏
珪
筆
の
瀟
湘
八
景
図
小
幅
を
粉
本
と
し
て
使
用
し
な
が
ら
、
孫
君
沢
の
楼
閣
山
水
図
の
影
響
も
受
け
て
い
る
55
。
伝
宗
継
筆
「
琴
棋
書
画
図
」
（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）
の
竹
林
に
囲
ま
れ
た
書
斎
や
右
の
分
岐
す
る
水
流
な
ど
の
図
様
は
ギ
メ
本
「
山
水
図
」
と
共
通
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
雪
舟
筆
「
四
季
山
水
図
」
の
う
ち
の
春
景
図
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
は
室
町
時
代
水
墨
画
に
お
け
る
最
も
本
格
的
な
、
君
沢
様
と
夏
珪
様
を
基
幹
に
し
た
山
水
画
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
56
。
以
上
、
室
町
時
代
の
四
季
山
水
図
は
共
通
す
る
構
成
と
図
様
が
あ
り
、
「
型
」
と
し
て
継
承
さ
れ
る
図
様
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
画
面
構
成
は
、
君
沢
様
の
楼
閣
山
水
を
基
幹
に
、
夏
珪
様
の
瀟
湘
八
景
な
ど
か
ら
細
部
を
借
り
て
、
四
季
を
構
築
し
た
も
の
で
、
四
季
山
水
図
屏
風
と
し
て
一
般
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
上
記
の
作
品
に
み
る
、
楼
閣
が
大
き
く
画
面
を
占
め
る
図
様
は
君
沢
様
に
由
来
す
る
可
能
性
が
高
い
と
推
測
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
孫
君
沢
の
楼
閣
山
水
図
は
室
町
時
代
の
大
画
面
作
品
の
「
画
本
」
と
な
り
、
周
文
系
の
四
季
山
水
図
の
成
立
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
室
町
時
代
の
四
季
山
水
を
画
題
と
し
た
障
屏
画
は
君
沢
様
に
基
づ
い
て
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
多
い
と
理
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
お
わ
り
に
本
稿
で
は
、
孫
君
沢
に
関
す
る
史
料
を
整
理
し
、
室
町
時
代
に
お
け
る
孫
君
沢
作
品
の
高
い
需
要
を
示
し
た
。
そ
の
結
果
、
孫
君
沢
は
南
宋
院
体
画
の
継
承
者
と
し
て
認
識
さ
れ
、
楼
閣
山
水
を
得
意
と
し
た
画
家
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
次
に
、
孫
君
沢
の
作
品
の
図
様
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
君
沢
様
は
定
型
化
し
た
図
様
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
近
景
に
岩
に
根
を
張
る
松
や
柳
を
配
し
、
続
い
て
竹
林
や
梅
樹
を
伴
う
楼
閣
を
大
き
く
描
き
、
中
景
を
空
白
に
し
、
そ
の
背
後
に
は
高
い
岩
山
を
聳
え
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
図
様
構
成
を
と
る
山
水
図
は
、
伝
統
的
に
孫
君
沢
筆
と
鑑
定
さ
れ
、
君
沢
様
と
し
て
受
容
さ
れ
た
こ
と
が
多
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
さ
ら
に
、
室
町
時
代
の
作
品
を
と
り
あ
げ
、
比
較
検
討
し
た
結
果
、
君
沢
様
の
図
様
は
「
型
」
と
な
り
、
多
数
の
伝
周
文
作
品
に
受
容
さ
れ
、
室
町
時
代
の
書
斎
図
と
山
水
障
屏
画
の
成
立
と
流
行
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
夏
珪
様
の
み
な
ら
ず
、
君
沢
様
も
規
範
性
を
持
つ
筆
様
と
な
り
、
周
文
派
、
小
栗
派
及
び
雪
舟
、
狩
野
派
、
そ
し
て
関
東
水
墨
画
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
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八
一
年
。
56
　
 
注
3
前
掲
渡
邊
明
義
論
文
。 
（16）
様
」
の
解
釈
を
中
心
に
―
」
『
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
』
四
八
、
二
〇
一
九
年
、
を
参
照
。
3
　
 
中
島
純
司
「
四
季
山
水
の
変
容
―
静
嘉
堂
本
伝
周
文
四
季
山
水
図
屏
風
の
成
立
期
を
め
ぐ
っ
て
―
」
『M
U
S
E
U
M
』
一
九
一
、
一
九
六
七
年
。
渡
邊
明
義
「
日
本
禅
人
等
楊
筆
「
四
季
山
水
図
」
の
眺
望
」
『M
U
S
E
U
M
』
四
三
九
、
一
九
八
七
年
。
松
木
寛
「
伝
周
文
筆
山
水
図
屏
風
研
究
　二
―
春
冬
山
水
図
屏
風
（
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
美
術
館
）
と
四
季
（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
）
―
」
『
美
術
史
学
』
三
〇
、
二
〇
九
年
。
4
　
 
高
橋
忠
彦
・
高
橋
久
子
・
古
辞
書
研
究
会
尊
経
閣
文
庫
本
桂
川
地
蔵
記
影
印
・
訳
注
・
索
引
』
八
木
書
店
、
二
〇
一
二
年
。 
5
　
 
4
前
掲
書
。
6
 
大
友
信
一
・
木
村
晟
・ 
片
山
晴
賢
『
増
補
下
学
集
』
港
の
人
、
一
九
九
年
、
七
頁
。 
7
　
 
夏
文
彦
『
図
絵
宝
鑑
』
『
中
国
書
画
全
書
　第
二
冊
』
上
海
書
画
出
版
社
、
一
九
二
年
。
8
　
 
「
題
孫
君
沢
山
水
寄
華
光
禄
汝
徳
華
珵
」
 
衆
山
矗
如
排
空
、
左
錯
右
互
肝
肺
重
。
　
嵐
氛
滃
地
似
無
足
上
有
樹
杪
浮
菁
葱
両
崖
擘
鉄
泉
迸
玉
、
中
見
百
丈
垂
長
虹
。
　
烟
江
沈
納
此
潟
天
影
浩
蕩
吞
孤
篷
君
沢
君
沢
具
胸
、
我
謂
圭
遠
将
無
同
。
　
髙
堂
突
兀
出
奇
観
巴
蜀
落
眼
何
時
通
我
家
茅
堂
不
称
是
、
君
家
昼
錦
宜
県
中
。
　
因
之
巻
贈
報
昨
辱
一
軸
百
里
吹
長
風
（
沈
周
『
石
田
詩
選
』
）
「
為
毛
貞
甫
題
孫
君
沢
山
水
」
　
十
日
一
水
五
日
石
、
古
人
画
筆
殫
精
力
。
後
来
簡
澹
亦
天
成
披
図
試
看
孫
君
沢
　
山
腰
飛
瀑
千
尺
長
、
懸
崖
老
樹
為
山
梁
。
人
間
溽
暑
不
可
耐
欲
従
二
乗
新
涼
（
呉
寛
『
匏
翁
家
藏
集
』
）
　
『
文
淵
閣
四
庫
全
書
　電
子
版
』
、
香
港
中
文
大
学
出
版
社
、
一
九
九
年
。
9
 
中
田
祝
夫
・
根
上
剛
士
『
中
世
古
辞
書
四
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
風
間
書
房
、
一
九
七
一
年
、
一
〇
七
頁
。 
10
　
 
中
田
祝
夫
『
文
明
本
節
用
集
研
究
並
び
に
索
引
』
風
間
書
房
、
一
九
七
〇
年
、
一
九
五
頁
。 
11
　
 
注
9
前
掲
中
田
祝
夫
・
根
上
剛
士
書
。 
12
 
渡
邊
明
義
『
水
墨
画
―
雪
舟
と
そ
の
流
派
』
（
『
日
本
の
美
術
』
三
五
）
至
文
堂
、
一
九
四
年
、
七
五
頁
。 
13
　
 
宮
内
庁
書
陵
部
『
看
聞
日
記
』
七
、
宮
内
庁
書
陵
部
、
二
〇
二
年
。
14
 
谷
信
一
「
室
町
時
代
唐
絵
論
―
中
世
に
於
け
る
支
那
画
の
鑑
賞
の
一
節
―
」
『
美
術
研
究
』
五
二
、
一
九
三
六
年
。
15
　
 
谷
信
一
「
舶
載
支
那
画
の
性
質
と
価
格
―
中
世
に
於
け
る
支
那
画
の
鑑
賞
の
一
節
―
」
『
美
術
研
究
』
四
六
、
一
九
三
五
年
。
16
　
 
藤
田
経
世
『
校
刊
美
術
史
料
続
篇
　第
二
巻
』
校
刊
美
術
史
料
続
篇
刊
行
会
、
一
九
八
五
年
、
一
五
三
頁
。
17
　
 
塙
保
己
一
『
群
書
類
従
』
第
十
二
輯
、
経
済
雑
誌
社
、
一
八
九
四
年
。
18
 
脇
本
十
九
郎
「
永
禄
二
年
古
写
本
　君
台
観
左
右
帳
記
」『
美
術
研
究
』
二
〇
、
一
九
三
年
。
19
　
 
源
豊
宗
考
注
『
等
伯
画
説
』
『
日
本
美
術
史
論
究
』
五
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
七
九
年
。
20
　
 
板
倉
聖
哲
「
孫
君
沢
「
楼
閣
山
水
図
」
『
筆
墨
の
美
　水
墨
画
』
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
、
二
〇
九
年
。 
21
　
 
嶋
田
英
誠
「
孫
君
沢
「
雪
景
山
水
図
」
『
東
西
の
風
景
画
　静
岡
県
立
美
術
館
開
館
記
念
展
』
静
岡
県
立
美
術
館
、
一
九
八
六
年
。
22
　
 
注
3
前
掲
中
島
純
司
論
文
。
23
 
3
、
松
木
寛
論
文
。
24
　
 
小
川
裕
充
「
孫
君
沢
「
雪
景
山
水
図
」
『
臥
遊
　中
国
山
水
画
そ
の
世
界
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
八
年
。
25
　
 
板
倉
聖
哲
「
劉
阮
天
台
図
」
『
名
品
誕
生
―
つ
な
が
る
日
本
美
術
』
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
八
年
。
26
　
 
田
島
志
『
真
美
大
観
』
一
〇
、
日
本
真
美
協
会
、
一
九
〇
三
年
。 
27
 
帰
鞍
子
「
任
月
山
筆
と
伝
ふ
る
楼
閣
山
水
図
」
『
國
華
』
二
一
、
一
九
一
七
年
。 
28
　
 
井
手
誠
之
輔
「
禅
林
国
際
社
会
と
美
術
」
『
日
本
美
術
館
、
小
学
館
29
 
島
尾
新
『
如
拙
筆
瓢
鮎
図
　ひ
ょ
う
た
ん
な
ま
ず
の
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
』
平
凡
社
、
一
九
五
年
、
四
九
頁
。 
30
　
 
「
伝
孫
君
沢
筆
楼
閣
山
水
図
」
『
国
華
』
二
八
二
、
一
九
一
三
年
。 
31
 
『
伯
爵
徳
川
家
御
藏
品
入
札
目
録
』
作
品
十
四
東
京
美
術
印
刷
社
、
一
九
二
八
年
。
32
　
 
北
京
匡
時
十
周
年
秋
季
拍
売
会
　澄
道
―
古
代
絵
画
夜
場
』
北
京
匡
時
国
際
拍
売
有
限
公
司
、
二
〇
一
六
年
。
33
　
 
板
倉
聖
哲
「
楼
閣
山
水
図
」
『
広
島
浅
野
家
の
至
宝
―
よ
み
が
え
る
大
名
文
化
』
広
島
県
立
美
術
館
、
二
〇
一
九
年
。 
34
　
 
注
3
前
掲
中
島
純
司
論
文
。 
35
 
根
津
美
術
館
・
徳
川
美
術
館
編
『
東
山
御
物
―
雑
華
室
印
に
関
す
る
新
史
料
を
中
心
に
』
根
津
美
術
館
、
一
九
七
六
年
。
相
阿
弥
『
御
飾
記
』
『
群
書
類
従
』
第
一
九
輯
、
101
室
町
時
代
に
お
け
る
孫
君
沢
に
対
す
る
認
識
と
受
容
　
孫
　文
祺
（17）
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
五
九
年
。 
36
　
 
大
西
廣
「
渓
陰
小
築
図
」
解
説
」
島
田
修
二
郎
・
入
矢
義
高
監
修
『
禅
林
画
賛
―
中
世
水
墨
画
を
読
む
』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
八
七
年
。
37
　
 
島
田
修
二
郎
「
周
文
系
山
水
画
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
」
『
在
外
日
本
の
至
宝
　三
水
墨
画
』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
九
年
。
松
木
寛
「
日
本
水
墨
画
の
原
型
―
伝
周
文
筆
望
海
楼
図
を
め
ぐ
っ
て
」
『
美
術
史
学
』
二
六
、
二
〇
五
年
。
畑
靖
紀
「
室
町
水
墨
画
に
お
け
る
「
写
し
―
図
様
と
表
現
の
観
点
か
ら
」
島
尾
新
・
彬
子
女
王
・
亀
田
和
子
『
写
し
の
力 
創
造
と
継
承
の
マ
ト
リ
ク
ス
』
、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
三
年
。
38
　
 
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ス
タ
ン
リ
ー
＝
ベ
イ
カ
ー
「
足
利
将
軍
の
絵
画
収
集
と
生
活
環
境
―
十
五
世
紀
山
水
画
成
立
の
基
盤
―
」
『
東
洋
美
術
に
お
け
る
影
響
の
問
題
』
（
国
際
交
流
美
術
史
研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ア
ム
、
七
）
国
際
交
流
美
術
史
研
究
会
、
一
九
〇
年
。
39
　
 
太
田
孝
彦
「
正
木
美
術
館
蔵
「
山
荘
図
」
に
つ
い
て
」
『MUSEUM
』
四
五
〇
、
一
九
八
年
。
40
　
 
注
39
前
掲
太
田
孝
彦
論
文
。 
41
 
島
尾
新
「
室
町
水
墨
画
の
再
評
価
―
「
三
益
斎
図
」
と
「
聴
松
軒
図
」
に
つ
い
て
―
」
『
國
華
』
一
二
三
一
、
一
九
八
年
。
42
　
 
大
西
廣
「
聴
松
軒
図
」
解
説
」
注
36
前
掲
島
田
修
二
郎
・
入
矢
義
高
監
修
書
。
43
 
横
田
忠
司
「
『
日
本
水
墨
名
品
図
譜
　二
　水
墨
画
の
展
開
』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
二
年
。
44
　
 
注
3
前
掲
松
木
寛
論
文
。
45
 
37
島
田
修
二
郎
、
松
木
寛
論
文
。
46
　
 
注
3
前
掲
中
純
司
 
47
 
城
市
真
理
子
「
伝
周
文
筆
「
四
季
山
水
図
屏
風
」
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
に
つ
い
て
」
『
広
島
市
立
大
学
芸
術
学
部
芸
術
学
研
究
科
紀
要
』
一
七
、
二
〇
一
二
年
。
48
　
 
松
下
隆
章
『
如
拙
・
周
文
』
（
『
日
本
美
術
絵
画
全
集
二
）
集
英
社
、
一
九
七
九
年
、
一
三
〇
頁
。 
49
　
 
注
3
前
掲
中
島
純
司
論
文
。 
50
 
3
 
51
　
 
山
下
裕
二
「
四
季
山
水
図
屏
風
」
『
雪
舟
』
東
京
国
立
博
物
館
・
京
都
国
立
博
物
館
、
二
〇
年
。 
52
　
 
山
下
裕
二
「
四
季
山
水
図
屏
風
」
『
雪
舟
』
東
京
国
立
博
物
館
・
京
都
国
立
博
物
館
、
二
〇
年
。
城
市
真
理
子
「
伝
周
文
筆
「
四
季
山
水
図
屏
風
」
（
真
宗
大
谷
派
名
古
屋
別
院
蔵
）
の
西
湖
イ
メ
ー
ジ
」
『
芸
術
研
究
』
二
七
、
二
〇
一
四
年
。
53
　
 
注
52
前
掲
城
市
真
理
子
論
文
。 
54
 
畑
靖
紀
「
四
季
山
水
図
屏
風
」
『
京
都
五
山
　禅
の
文
化
展
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
二
〇
七
年
。
55
　
 
太
田
孝
彦
「
香
雪
美
術
館
蔵
「
瀟
湘
八
景
図
屏
風
」
に
つ
い
て
―
「
筆
様
」
の
制
作
に
関
す
る
一
考
察
」
『
芸
術
論
究
』
、
一
九
八
一
年
。
56
　
 
注
3
前
掲
渡
邊
明
義
論
文
。 
100
室
町
時
代
に
お
け
る
孫
君
沢
に
対
す
る
認
識
と
受
容
　
孫
　文
祺
（19）
挿図 5
賢江祥啓筆「巣雪斎図」
静嘉堂文庫美術館蔵
挿図 6
孫君沢筆「劉阮天台図」
菊屋家住宅保存会蔵
挿図 7　孫君沢筆「山水図」
バークレー美術館蔵
挿図 9　伝宋人筆「山水図」
台北故宮博物院蔵
挿図 10
伝周文筆「竹林閑居図」
松岡美術館蔵
挿図 8
伝孫君沢筆「山水図」（部分）
フランス国立ギメ東洋美術館蔵
（18）
挿図 2　伝周文筆「山水図」
（『藤田男爵家蔵品入札目録』）
挿図 1　孫君沢筆「楼閣山水図」
静嘉堂文庫美術館蔵
挿図 3　伝周文筆「四季山水図屏風」
静嘉堂文庫美術館蔵
挿図 4　孫君沢筆「雪景山水図」
東京国立博物館蔵
99
室
町
時
代
に
お
け
る
孫
君
沢
に
対
す
る
認
識
と
受
容
　
孫
　文
祺
（19）
挿図 5
賢江祥啓筆「巣雪斎図」
静嘉堂文庫美術館蔵
挿図 6
孫君沢筆「劉阮天台図」
菊屋家住宅保存会蔵
挿図 7　孫君沢筆「山水図」
バークレー美術館蔵
挿図 9　伝宋人筆「山水図」
台北故宮博物院蔵
挿図 10
伝周文筆「竹林閑居図」
松岡美術館蔵
挿図 8
伝孫君沢筆「山水図」（部分）
フランス国立ギメ東洋美術館蔵
98
室
町
時
代
に
お
け
る
孫
君
沢
に
対
す
る
認
識
と
受
容
　
孫
　文
祺
（21）
挿図 16　「山荘図」（部分）
正木美術館蔵
挿図 19　狩野正信筆「瀧山水図」
（部分）長林寺蔵
挿図 18　「聴松軒図」（部分）
静嘉堂文庫美術館蔵
挿図 21　伝周文筆「四季山水図屏風」
（部分）東京国立博物館蔵
挿図 17　拙宗等揚筆「山水図」
根津美術館蔵
（20）
挿図 12
伝孫君沢筆「楼閣山水図」
常盤山文庫蔵
挿図 11
伝孫君沢筆「楼閣山水図」
個人蔵
挿図 13　安正文筆「黄鶴楼図」
（部分）上海博物館蔵
挿図 15　夏珪筆「風雨舟行図」
ボストン美術館蔵
挿図 14　馬遠筆「踏歌図」
北京故宮博物院蔵
97
室
町
時
代
に
お
け
る
孫
君
沢
に
対
す
る
認
識
と
受
容
　
孫
　文
祺
（21）
挿図 16　「山荘図」（部分）
正木美術館蔵
挿図 19　狩野正信筆「瀧山水図」
（部分）長林寺蔵
挿図 18　「聴松軒図」（部分）
静嘉堂文庫美術館蔵
挿図 21　伝周文筆「四季山水図屏風」
（部分）東京国立博物館蔵
挿図 17　拙宗等揚筆「山水図」
根津美術館蔵
96
室
町
時
代
に
お
け
る
孫
君
沢
に
対
す
る
認
識
と
受
容
　
孫
　文
祺
（23）
挿図 20　伝周文筆「四季山水図屏風」（左隻）東京国立博物館蔵
挿図 22　伝周文筆「四季山水図屏風」（左隻）真宗大谷派名古屋別院蔵
挿図 23　伝周文筆「四季山水図屏風」（左隻）ウッドワン美術館蔵
（22）
挿図 20　伝周文筆「四季山水図屏風」（右隻）東京国立博物館蔵
挿図 22　伝周文筆「四季山水図屏風」（右隻）真宗大谷派名古屋別院蔵
挿図 23　伝周文筆「四季山水図屏風」（右隻）ウッドワン美術館蔵
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挿図 20　伝周文筆「四季山水図屏風」（左隻）東京国立博物館蔵
挿図 22　伝周文筆「四季山水図屏風」（左隻）真宗大谷派名古屋別院蔵
挿図 23　伝周文筆「四季山水図屏風」（左隻）ウッドワン美術館蔵
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（24）
挿図 24　伝周文筆「四季山水図屏風」（部分）静嘉堂文庫美術館蔵
挿図 25　伝周文筆「四季山水図屏風」（部分）真宗大谷派名古屋別院蔵
挿図 26　伝周文筆「四季山水図屏風」（部分）ウッドワン美術館蔵
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